


と
を
目
指
す
た
め
、
同
計
画
の
エ
リ

ア
内
に
建
設
す
る
こ
と
。

②
家
屋
移
転
が
少
な
く
、
不
整
形
で
な

い
ま
と
ま
っ
た
土
地
。

③
市
外
の
人
に
も
分
か
り
や
す
い
、
交

通
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
場
所
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
を
も
と
に
、
次
の
３

つ
の
場
所
を
検
討
し
ま
し
た
。

○
現
在
地
周
辺
　 

○
本
町
分
庁
舎
西
側
周
辺 

○
十
日
町
高
校
東
側
周
辺

　
不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る
ホ
ー
ル

は
、
法
律
上
「
劇
場
」
に
定
義
さ
れ
ま

す
。「
劇
場
」
が
建
て
ら
れ
る
都
市
計

画
の
用
途
は
、
近
隣
商
業
地
域
・
商
業

地
域
・
準
工
業
地
域
の
３
つ
で
す
。

　
現
在
地
周
辺
の
用
途
は
、
第
１
種
住

居
地
域
で
あ
り
、「
劇
場
」
を
建
て
る

に
は
、
建
築
可
能
な
用
途
に
変
更
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
用
途
の
変
更
は

困
難
な
状
況
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
建
築
基
準

法
第
48
条
５
項
た
だ
し
書
き
に
よ
り
、

県
の
建
築
審
査
会
の
同
意
を
得
た
後
に

県
知
事
の
建
築
許
可
を
得
る
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、
昨
年
11
月
に
市
が
県
と
事

前
協
議
を
行
っ
た
結
果
、「
土
石
流
危

　
市
民
会
館
・
中
央
公
民
館
は
、
建
設

か
ら
40
年
が
過
ぎ
、
施
設
の
老
朽
化
や

設
備
の
不
備
・
劣
化
、
度
重
な
る
地
震

な
ど
に
よ
り
建
て
替
え
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
（
仮
称
）
十
日
町
市
市
民
文
化

ホ
ー
ル
建
設
検
討
委
員
会
で
は
、
市
長

の
諮
問
に
基
づ
い
て
、新
ホ
ー
ル
の「
建

設
位
置
、
規
模
・
機
能
、
管
理
運
営
、

名
称
な
ど
」
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
新
た
な
文
化
ホ
ー
ル
の
基
本
理
念
を

「
芸
術
文
化
に
よ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る〝
と

お
か
ま
ち
〟
の
発
信
」
と
し
ま
す
。
基

本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
目
指
す
使

命
は
次
の
３
点
で
す
。

①
質
の
高
い
芸
術
文
化
の
提
供
と
創
造

を
通
じ
て
、
主
役
の
市
民
が
生
き
生

き
と
活
動
で
き
る
ホ
ー
ル
。

②
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
を
磨
く

こ
と
の
で
き
る
ホ
ー
ル
。

③
十
日
町
市
の
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
創

出
に
結
び
つ
く
ホ
ー
ル
。

　
㈳
全
国
国
公
立
文
化
施
設
協
会
が
示

し
た
４
分
類
の
中
の
、「
文
化
芸
術
振

興
モ
デ
ル
」
と
「
地
域
密
着
モ
デ
ル
」

の
複
合
型
を
目
指
す
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
活
動
イ
メ
ー
ジ
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

分
類
す
る
と
、
次
の
４
つ
に
大
別
さ
れ

ま
す
。 

　
新
た
な
ホ
ー
ル
で
は
、「
鑑
賞
機
会

の
提
供
」「
文
化
芸
術
の
場
の
提
供
」「
優

れ
た
公
演
芸
術
の
創
造
・
育
成
」
を
最

も
中
心
的
な
活
動
と
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。
併
せ
て「
文
化
芸
術
の
普
及
・

育
成
」へ
の
取
り
組
み
も
望
ま
れ
ま
す
。

◇
新
た
な
ホ
ー
ル
は
、
多
く
の
市
民
が

多
様
に
使
え
る
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

が
望
ま
れ
ま
す
。

◇
管
理
運
営
費
に
も
配
慮
し
た
規
模
・

機
能
と
、
既
存
の
関
連
施
設
と
の
役

割
分
担
が
望
ま
れ
ま
す
。

◇
安
全
性
の
確
保
が
望
ま
れ
ま
す
。

■ 

大
ホ
ー
ル
の
座
席
数

　
大
ホ
ー
ル
の
座
席
数
は
、
次
の
３
案

を
検
討
し
て
い
ま
す
。 　昨年６月に発足した（仮称）十日町市市民文化ホール建設検討委員会（委員長：桜井俊幸さん）

では、市長からの諮問を受け、建設の骨子となる「建設位置、規模・機能、管理運営、名称など」

について、10回の検討を重ねてきました。このたび中間報告がまとまりましたのでお知らせします。

併せて中間報告に対するご意見をお待ちしています。寄せられたご意見は、同委員会で検討し、３

月末をめどに取りまとめる市長への答申の参考にする予定です。

〜芸術文化による魅力あふれる“とおかまち”の発信を目指して〜

建
設
の
背
景

基
本
理
念
と
使
命

都
市
計
画
及
び
防
災
上
の

整
理

基本理念 芸術文化による魅力あふれる
“とおかまち”の発信

～本物の響き、感動と育みの舞台～

理念実現のための３つの使命＝ミッション

質の高い芸術文化の提供と創造１
子どもたちの豊かな感性を磨く２
感動がつなぐ交流とにぎわいの創出３

目
指
す
ホ
ー
ル
の
タ
イ
プ

と
活
動

■交流モデル　（例：南魚沼市民会館、見附市アルカディア）

貸館事業中心だが、年数回、住民対象の自主公演を開催する。

■文化芸術振興モデル　（例：魚沼市小出郷文化会館）

全世代を対象に質の高い鑑賞、教育普及事業を展開。住民参加事業
も単なる参加が目標でなく、舞台の質の向上を目指す。

■地域密着モデル　（例：仙南芸術文化センター（宮城県））

地域住民参加の舞台芸術公演、地域文化特性に着目した舞台の創造。
ワークショップ、地域の声に応える優れた主催公演の実施。

■専門モデル　（例：りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館）

明確な方針のもと、優れた公演芸術作品を創造する。
人材育成。（専属劇団・アーティスト）

【目指すホールのタイプ】

【大ホールの座席数は３案を検討中】

500 ～ 699席程度
・市民の日常的な発表などに適した席数

・市民が各種イベントを主催し、市民がチケットを販売しやすい席数

700 ～ 800席程度
・複数公演などを組むことによって興業的な使い方も可能となる席数

・1,100 ～ 1,200席の近隣２市のホールとの役割分担を考えた席数

1,000席程度
・興業的な催しに取り組みやすい席数
・歌謡ショー、全国大会、著名アーティストを呼べる目安

■ 

大
ホ
ー
ル
の
機
能

◇「
音
楽
を
主
と
し
た
多
目
的
ホ
ー
ル
」

と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

◇
音
響
に
こ
だ
わ
り
客
席
を「
固
定
席
」

と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

◇
舞
台
の
広
さ
は
間
口
18
ｍ
、
奥
行

15
ｍ
を
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

◇
最
適
な
残
響
を
実
現
す
る
た
め
ス

テ
ー
ジ
上
の
「
音
響
反
射
板
」
な
ど

を
備
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

◇
客
席
形
状
は
２
階
建
て
と
し
、

「
シ
ュ
ー
ボ
ッ
ク
ス
型
」
ま
た
は
「
馬

蹄
型
」
に
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。 

ステージ １階席

２階席

ステージ １階席

２階席

シューボックス型のイメージ図

馬蹄型のイメージ図

◇
客
席
は
１
階
・
２
階
を
壁
な
ど
で
仕

切
れ
る
よ
う
に
し
、
客
数
に
応
じ
た

空
間
を
柔
軟
に
作
り
出
す
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

◇
「
花
道
」
や
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ
ッ

ト
」
の
設
置
が
望
ま
れ
ま
す
。

■ 

リ
ハ
ー
サ
ル
室

◇
舞
台
と
同
じ
広
さ
（
間
口
18
ｍ
、
奥

行
15
ｍ
）
で
、
多
目
的
に
利
用
で
き

る
リ
ハ
ー
サ
ル
室
を
備
え
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

◇
照
明
・
音
響
装
置
を
備
え
、
発
表
会

な
ど
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

◇
絵
画
な
ど
の
作
品
展
示
機
能
を
備
え

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

■ 

作
品
展
示
機
能

◇
通
路
な
ど
共
通
ス
ペ
ー
ス
に
も
絵
画

な
ど
の
作
品
展
示
機
能
を
備
え
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
建
設
候
補
地
に
求
め
ら
れ
る
主
な
条

件
は
次
の
３
点
で
す
。

①
新
た
な
ホ
ー
ル
は
「
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
」
の
一
翼
を
担
う
こ

建
設
候
補
地

【ホールの活動イメージ】

◎鑑賞機会の提供
・買取型自主公演事業

・制作型自主公演事業

・専属創作団体の作品

◎優れた公演芸術の創造・育成
・市民による作品創造

・地域の特色ある事業

・コンクール・顕彰事業

◎文化芸術の場の提供
・練習などの場の提供

・戦略的貸館事業

・発表機会の場の提供

○文化芸術の普及・育成
・ワークショップなどの育成事業

・アウトリーチなどの普及事業

・普及育成型公演事業

※アウトリーチ…地域の学校や福祉施設にアーティストを
　派遣して公演などを行う普及活動

※

必
要
な
規
模
・
機
能

（仮称）十日町市市民文化ホール
建設検討委員会中間報告
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第63回

●問合せ：十日町雪まつり実行委員会　（本町分庁舎観光交流課内☎757-3100）http://snowfes.jp/

２月17日㈮ 午後６時〜19日㈰ 午後４時

イベント詳細については市報２月10日号に折り込むガイドブッ
クをご覧ください。

※天候や雪の状況などにより、イベント内容・会場が変更になることがあります　※都合により、予告なしに出演者が変更になる場合があります

　世界でも有数の豪雪地帯である十日町市。降り積もる雪を活用した伝統的なまつりやイベントが地域に

にぎわいを呼びます。１月から３月までの間に開催される十日町市ならではの催しをお楽しみください。

十日町雪まつりパスポートで雪まつりをさらに楽しもう

　雪まつり事務局、各支所地域振興課、中

央・中条・川治・吉田・下条・水沢公民館、

市役所本庁舎売店、クロス10、キナーレ、

ほっくほく何でも案内所、サウンドエース

（リオンドール店）、オプト・ニワノ、野上

書店、共立観光、文具館タキザワ、千年の

湯、イオン十日町店、ブックス平沢（シル

クモール店・妻有店）、全国のセブン-イレ

ブン、ローソン、CNプレイガイド、JR東

日本管内「びゅうプラザ」「みどりの窓口」

（一部）

十日町雪まつりパスポート販売所
（1冊3,000円）

オープニング
フェスティバル 2012

◎17日㈮　午後６時30分～

◎コミュニティひろば

　（十日町高校グラウンド）

　 ゲ ス ト に「 あ や ま ん

JAPAN」を迎え、ステー

ジを盛り上げます。

司　会

清野　幹中静祐介

ゲスト　あやまんJAPAN

十日町

ホワイトミュージアム in 十日町 2012
冬の十日町は純白の美術館

ゴスペラーズ

Best partner
 （ベストパートナー）Yucca（ユッカ）

mihimaru GT（ミヒマルジーティー）

司会：サンドウィッチマン

第４回 つまり市民里山学会

　このたび、市民の利便性向上と電子申請システム

の利用促進のため、下記の業務についてインター

ネットによる「電子申請」での受付を開始しました。

①受付開始業務

　・市長への便り　　・サタデー市長室

　・公文書公開請求　・公文書任意公開申出

　・（仮称）十日町市市民文化ホール建設検討委員

　　会中間報告に対する意見募集

②受付開始日

　１月23日㈪から

③利用方法

　十日町市ホームページ内の「e－とおかまち」の

「電子申請」より各種業務の申込みができます。（各

業務のページからも申込みができます。）

■問合せ：総務課情報システム係　☎757-3196

インターネットで
「市長への便り」などが
簡単に手続きできます

　「森の学校」キョロロでは２月11日（建国記

念の日）に第４回つまり市民里山学会を開催し

ます。豊かな自然環境に恵まれた十日町市と津

南町からなる妻有地域。この地域で活動を展開

している市民団体や個人が一堂に会し、地域の

自然や文化にかかわる調査研究活動の報告や成

果を発表します。これまで知らなかった里山の

新しい一面を見つけに来ませんか。気軽におい

でください。

■日　時：２月11日（建国記念の日）　

　　　　　午前10時30分～午後３時（予定）

■会　場：情報館　　■参加費：無料

■問合せ：「森の学校」キョロロ　☎595-8311

険
区
域
」「
雪
崩
危
険
区
域
」「
急
傾
斜

地
崩
壊
危
険
個
所
」
な
ど
防
災
安
全
上

の
危
険
エ
リ
ア
内
の
建
築
許
可
に
は
疑

義
が
生
じ
る
と
の
意
向
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き
建
設

に
最
も
適
し
た
場
所
の
検
討
を
進
め

ま
す
。

◇
新
た
な
ホ
ー
ル
は
、
公
民
館
機
能
を

備
え
た
複
合
施
設
と
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。
市
民
会
館
と
公
民
館
の

併
設
に
よ
り
、
年
間
延
べ
８
万
人
も

の
施
設
利
用
を
保
っ
て
き
た
利
点
を

引
き
継
ぐ
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

◇
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

で
整
備
す
る
主
要
建
物
や
空
き
店
舗

活
用
と
連
動
し
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の

基
幹
的
役
割
も
担
う
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
次
の
２
案
の
利
点
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

①
市
民
会
館
を
市
直
営
で
安
定
的
に

担
っ
て
き
た
利
点
を
引
き
継
ぐ
。

②
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
導
入
や
、

市
民
参
加
に
よ
る
「
官
民
協
働
に
よ

る
運
営
」
な
ど
、
高
い
専
門
性
と
き

め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
。

　
施
設
の
名
称
は
、
検
討
中
で
す
。
施

設
の
愛
称
は
、
よ
り
具
体
的
に
活
動
内

容
が
固
ま
っ
た
段
階
で
、
公
募
に
よ
り

決
定
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

　
中
間
報
告
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
２
月
20
日
㈪
必
着
で
、
郵

送
、
窓
口
持
参
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
電

子
申
請
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
、
同
委

員
会
で
検
討
し
、
３
月
末
を
め
ど
に
取

り
ま
と
め
る
答
申
の
参
考
に
す
る
予
定

で
す
。

■
問
合
せ

：

〒
９
４
８
︱
０
０
２
２
十

日
町
市
学
校
町
１
　
十
日
町
市
生
涯

学
習
課
文
化
振
興
係
☎
７
５
７
︱
５

０
１
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
７
︱
５
０
１

０ ご
意
見
募
集
中

公
民
館
機
能

管
理
運
営

施
設
名
称
・
愛
称

ホワイトミュージアムin十日町2012

雪上カーニバルゲスト
※18日㈯　午後５時～
　城ヶ丘ピュアランド

ツマリアンボール
出場チーム募集

◎19日㈰　午前９時～

◎コミュニティひろば

　（十日町高校グラウンド）

　３チーム同時に対戦する雪

上バレーボール大会の出場

チームを募集しています。（２

月１日㈬まで）詳しくは問い

合わせてください。※応募多

数の場合は、抽選とします

　雪上カーニバルでは会場前方のパスポート優待ゾーンに入場できます。そのほか、割引サービス

など特典が盛りだくさん。雪まつりをさらにお楽しみください。 ※特典内容は市報12月10日号掲載
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会場：城ケ丘ピュアランド

ホワイトミュージアムin十日町2012

出陣歌謡祭ゲスト

２つの協賛のお願い
　詳細については問い合わせてください。

①「越後まつだい冬の陣」協賛のお願い（企業・団体）

　協賛額が5,000円以上の企業や団体で２月３日

㈮までに入金が確認できた協賛者については、当

日プログラムに名前を記載し、当日会場にて協賛

者としてアナウンスします。

②「雪中大花火大会」協賛のお願い

　金額は問いませんので、皆さんからのご協力を

お願いします。 城之内早苗 カズン

 ３月10日㈯ 正午〜 11日㈰ 午後４時

〜来場者参加型イベント〜

第24回 雪原カーニバル
なかさと〜祈り〜

会場：なかさと清津スキー場

会場：松代総合体育館グラウンド

　30もの屋台が並ぶ松代城下で、活気み

なぎる催しが好評。人気のメーンイベント

「のっとれ！松代城」は、450人の戦士が

松代城一番乗りを競います。「出陣歌謡祭」

には大人気の演歌歌手「城之内早苗」と「カ

ズン」が出演するなど楽しいイベント満載

です。

〈主な内容〉

10日㈯

　午後５時頃　越後松代幕府出陣式

　午後７時頃　雪中大花火大会

11日㈰

　午前11時30分　のっとれ！松代城 出陣

　午後０時50分　出陣歌謡祭

●問合せ＝越後松代幕府（松代支所地域振

　　　　　興課内☎597-2220 ）

　http://www.tokamachishikankou.jp/

中　里

松　代

 ３月10日㈯ 午前９時〜

　雪原一面に広がるスノーキャンドル。カ

ップの作成から点灯まで参加できるこのイ

ベントでは、来場者一人ひとりが演出者で

す。幻想的な空間に〝祈り〟を込めて…。

〈主な内容〉

午前10時〜

午前11時30分〜

午後６時〜

午後６時50分〜

●問合せ＝雪原カーニバルなかさと実行委

　　　　　員会　☎763-2511

　http://www.nakasato-kiyotsu.jp/

Snowチュービングなど

食ののれん街 オープン

スノーキャンドル点灯など

雪原ライブ、福まきなど

第
二
十
五
回

越
後
ま
つ
だ
い 

冬
の
陣

３月３日㈯・４日㈰ 
（日時は会場によって異なります） 

唯一無二の野外雪上フェス

真冬の野外雪上フェス
豪雪JAM2012

会場：川西地区内８会場

2月19日㈰
午前10時〜午後５時

　他に類を見ない真冬の野外雪上フェステ

ィバル。新潟の熱い音楽フェスとして全国

からファンが集まります。

●参加アーティスト

　TURTLE ISLAND、DACHAMBO、　　　

　GOMA&The Jungle Rhythm Section

●入場券＝前売券3,800円、当日券4,500円

　※高校生以下、60歳以上は無料

　※十日町市民・津南町民は2,000円（当

　　日に身分証明書を販売所窓口で提示）

●問合せ＝豪雪JAM実行委員会

　　　　　☎761-7090

　http://www.gosetsujam.com/

　川西地域の雪まつりは、千手地区・上野

地区・橘地区・仙田地区の特徴や個性が生

かされた住民主体の雪まつりです。会期中

に各地区で「ほんやら村」と呼ばれる広場

を開設し、雪まつりを盛り上げます。

●問合せ＝かわにし雪まつり実行委員会

　　　　　☎768-4951

　http://www.tokamachishikankou.jp/

ホワイトミュージアムin十日町2012

第2６回
ほんやら第2６回

雪まつり雪まつり

十日町

川　西

災
害
復
興
祈
念

３月18日㈰ 
午前10時30分〜午後３時

会場：松之山温泉スキー場ちびっ子広場

　スキー場利用者への感謝の気持ちと地域

の元気を伝えます。「味の屋台村」や楽し

い雪上ゲームで会場を盛り上げます。

〈主な内容〉

パン食い競争、色水入れリレー、もちつき

大会、福まきなど　豪華賞品多数

●問合せ＝市観光協会松之山支部

　　　　　☎596-3011

　http://www.matsunoyama.com/

松之山 第29回 松之山温泉スキー場
スキーカーニバル

　　　　　　第28回松之山温泉アルペンス

キー大会TANADA（棚田）カップ

☆同時開催
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寒
さ
と
降
り
続
く
雪
で
、
辺
り
一
面
が
別
世
界
に
変
わ
る
越
後
妻
有

の
冬
。「
大
地
の
芸
術
祭
の
里 

越
後
妻
有
２
０
１
２
冬
」
は
、
こ
の
地

域
の
特
徴
的
な
冬
の
暮
ら
し
や
雪
に
着
目
し
、
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
よ
る
楽
し
い
催
し
や
、
雪
を
使
っ
た
ア
ー
ト
作
品
な
ど
、
冬
の
越

後
妻
有
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
市
報
12

月
25
日
号
で
も
少
し
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
２
月
に
開
催
す
る
「
雪

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。

■
開
催
日
時

：

２
月
25
日
㈯
・
26
㈰

■
会
場

：

ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」
周
辺

■
チ
ケ
ッ
ト
料
金

　

前
売
り
大
人
１
、
０
０
０
円
、
小
・

中
学
生
５
０
０
円

　
当
日
大
人
１
、
３
０
０
円
、
小
・
中

学
生
７
０
０
円

※
会
期
中
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
鑑
賞
で
き
ま
す

※
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」、
ま
つ
だ
い

郷
土
資
料
館
の
入
館
料
を
含
み
ま
す

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

：

ま
つ
だ
い
「
農

舞
台
」、
本
町
分
庁
舎
ほ
か
、
セ
ブ

ン

｜

イ
レ
ブ
ン
（
セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ
ト 

セ
ブ
ン
コ
ー
ド
０
１
４

｜

１
２
６
）

雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　曽
根
裕
「
雪

−

越
後
妻
有
」
展

バ
ッ
カ
ー
さ
ん
と
ロ
ス
・
ク
ー
ル

タ
ー
さ
ん
、
そ
し
て
学
芸
員
の
ア
ン

ジ
ェ
ラ
・
パ
イ
さ
ん
が
1
月
末
日
〜

2
月
末
日
ま
で
真
冬
の
越
後
妻
有
に

滞
在
し
、
地
元
の
人
と
交
流
し
な
が

ら
、
雪
を
使
っ
た
作
品
を
雪
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
発
表
し
ま
す
。

○
雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
新
潟
ユ

ニ
ッ
ト
「
雪
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド

２
０
１
２
・
雪
国
ロ
マ
ン
・
大
ぞ
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
25
日
㈯

：

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
26
日
㈰

：

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
総
勢
14
人
の
新
潟
在
住
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
、
雪
に
映
え
る
柿
の
木

の
生
け
花
や
雪
を
か
ぶ
っ
た
多
数
の

オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
で
雪
の
散
歩
道
を
彩

り
ま
す
。ま
た
地
元
サ
ポ
ー
タ
ー「
ま

つ
だ
い
案か

か

し

山
子
隊
」
と
協
力
し
て
制

作
す
る
、
武
将
の
か
ぶ
と
と
太
鼓
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
力
強
い
大
ぞ
り
が

登
場
し
ま
す
。

○
「
雪
の
運
動
会
」

　
25
日
㈯

：

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
　
雪
国
な
ら
で
は
の
種
目
を
、
地
元

の
皆
さ
ん
や
東
北
か
ら
参
加
す
る
親

子
た
ち
、
こ
へ
び
隊
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
企
業
、
大
学
な
ど
、
越
後
妻
有

に
ゆ
か
り
あ
る
皆
さ
ん
で
チ
ー
ム
を

組
ん
で
楽
し
み
ま
す
。
飛
び
入
り
や

応
援
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

○
コ
ン
ド
ル
ズ
「
み
ん
な
で
か
ん
じ
き

ダ
ン
ス
」

　
25
日
㈯

：

午
後
１
時
30
分
～
４
時

（
雪
の
運
動
会
内
）

　
　
コ
ン
ド
ル
ズ
が
、
地
元
十
日
町
Ｄ

Ｓ
Ｓ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室
の

協
力
の
も
と
、
今
回
初
開
催
と
な
る

雪
の
運
動
会
内
で
応
援
合
戦
を
繰
り

広
げ
ま
す
。
か
ん
じ
き
を
持
っ
て
い

る
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
か
ん
じ
き
が
な
く
て
も
、
参
加
可

　
能
で
す

○
森
繁
哉
「
越
後
妻
有
　
芸
能
風
土
記

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
雪
渡
り
」

　
26
日
㈰

：

午
前
11
時
～
正
午

越
後
妻
有 

２
０
１
２ 

冬
2

大
地
の
芸
術
祭
の
里

曽根裕さんドローイング

かんじきダンス（©Osamu Nakamura）

高橋匡太「Gift for Frozen Village」　
（©Reiko Kawaguchi）

で
購
入
で
き
ま
す
。

■
内
容

○
高
橋
匡
太
「G

ift
 
fo

r 
F

ro
z
e
n
 

V
illa

g
e
 2

0
1
2

」

　
25
日
㈯

：

午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

　
　
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
と
付
い
て

く
る
小
さ
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
〝
光
の
種
〟

を
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
が
植
え
る
こ

と
で
雪
原
に
光
の
花
畑
が
広
が
り
ま

す
。
と
て
も
幻
想
的
な
一
夜
限
り
の

雪
と
光
の
ア
ー
ト
で
す
。

○
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
25
日
㈯
・
26
日
㈰

：

時
間
未
定

　
　
真
夏
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・

　
あ
る
と
き
、雪
の
結
晶
と「
目
が
合
っ

た
」
と
感
じ
、
そ
の
瞬
間
の
光
輝
く
結

晶
の
美
し
さ
を
造
り
続
け
る
作
家
・
曽

根
裕
さ
ん
。
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
拠

点
に
世
界
的
に
活
躍
す
る
曽
根
さ
ん

が
、
越
後
妻
有
の
雪
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
新
た
な
作
品
を
今
回
の
展
覧
会
の
た

め
に
特
別
に
制
作
し
ま
す
。
雪
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
作
家
が
豪
雪
地
「
越
後
妻

有
」
で
開
く
雪
の
展
覧
会
で
す
。

■
日
時

：
２
月
10
日
㈮
〜
３
月
20
日

（
春
分
の
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
（
入
場
は
４
時
30
分
ま
で
。
水
曜

休
館
）

■
料
金

：

大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
学

生
３
０
０
円

　
　
観
客
の
皆
さ
ん
を
宮
沢
賢
治
の

「
雪
渡
り
」
に
出
て
く
る
キ
ツ
ネ
や

ウ
サ
ギ
な
ど
の
幻
燈
会
に
い
ざ
な

う
朗
読
劇
で
す
。
宮
城
県
石
巻
市
の

音
楽
家
も
ギ
タ
ー
演
奏
で
参
加
し

ま
す
。

○
三
田
村
管
打
団
？
「
ド
ン
チ
ャ
ン
ひ

び
く
　
雪
原
の
楽
団
」

　
25
日
㈯

：

午
後
１
時
30
分
～
４
時

（
雪
の
運
動
会
内
）、
午
後
５
時
30
分

～
７
時
30
分
（
雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
内
）

　
26
日
㈰

：

正
午
～
午
後
１
時
（
森
繁

哉
公
演
後
の
街
頭
演
奏
）

　
　
運
動
会
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
は
、
三
田
村
管
打

団
？
に
お
ま
か
せ
！
そ
の
他
の
イ
ベ

ン
ト
内
で
も
演
奏
し
ま
す
。

三田村管打団？

作品鑑賞パスポート・妻有ファンクラブ会員特典施設を大募集！

　７月29日㈰～９月17日（敬老の日）に開催され

る「大地の芸術祭」会期中に、「作品鑑賞パスポート」

や「妻有ファンクラブ会員証」を提示した人に対し

て独自の特典やサービスを実施していただける施設

や店舗を募集します。

　来訪者へのおもてなし、施設の集客、当地域への

リピーターを増やすために、芸術祭をいっしょに盛

り上げませんか。

■特典・サービス内容

　　割引サービスや無料サービスなど、何でも結構

です。ただし、特典やサービスに係る経費は各施

設や店舗で負担していただくことになります。

　※特典例：入館料無料、食事料金10％割引など

■その他

　　施設・店舗名、特典やサービスの内容は、芸術

祭会期中に展開する各案内所や大地の芸術祭公式

ホームページで案内します。

■申込み・問合せ

　観光交流課芸術祭企画係　☎757-2637

※妻有ファンクラブとは：大地の芸術祭だけでなく

越後妻有地域に何度も足を運び、この地域を応援

したい人が会員のファンクラブです。大地の芸術

祭の作品鑑賞パスポートが１枚付くほか、特産品

をお送りします。また、越後妻有をお得に楽しむ

特典が受けられる会員証を発行します

パスポートの購入の際は、お得な割引券を利用できます

　十日町市民の皆さんには割引料金で購入できる

「パスポート割引券」を配布します。割引券は４

月ごろ市報に折り込み、世帯に配布する予定です

ので、購入はもうしばらくお待ちください。

券　種 前売券 当日券

一　　般
　3,000円　　
　　→1,500円

　3,500円　　
　　→2,000円

高校生・専門学
校生・大学生

　2,500円　　
　　→1,000円

　3,000円　　
　　→1,500円

※第４回展（2009年）で発行した「地元券」は、今回発行し
　ません

大地の芸術祭 2012

■
問
合
せ

：

「
大
地
の
芸
術
祭
の
里
」

　
総
合
案
内
所
　
☎
５
９
５

｜

６
６
８
８

　
観
光
交
流
課
　
☎
７
５
７

｜

２
６
３
７
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■
市
・
県
民
税
の
申
告
受
付

■
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

■
震
災
や
豪
雨
災
害
で

　
　
　
　

被
害
を
受
け
た
人
へ

■
所
得
税
の
確
定
申
告
は
税
務
署
へ

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
市
・
県
民
税

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、市
・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

①
営
業
・
農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
人

②
地
代
・
小
作
料
・
家
賃
・
配
当
な
ど

の
所
得
が
あ
っ
た
人

③
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、
給
与
や
年

金
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
者
で
２
か
所
以
上
か
ら
給

与
の
支
払
い
を
受
け
た
人

⑤
扶
養
控
除
や
医
療
費
控
除
、
社
会
保

険
料
控
除
な
ど
各
種
控
除
を
受
け
る

人

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ

れ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
た
人

③
税
額
を
計
算
し
た
結
果
、
所
得
税
の

納
税
義
務
が
生
じ
た
人

④
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
税
金

が
戻
る
と
思
わ
れ
る
人

⑤
医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
及
び
雑

損
控
除
な
ど
に
該
当
す
る
人

⑥
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
人
　
な
ど

■
申
告
相
談
会
場
と
提
出
場
所

　
申
告
相
談
を
各
地
域
で
行
い
ま
す
。

日
程
は
次
ペ
ー
ジ
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
混
雑
を
避
け
、
待
ち
時
間
を
少
な

く
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
各
地
域
の

該
当
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
十
日
町
地
域

　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
隣
）

◎
川
西
・
中
里
・
松
代
・
松
之
山
地
域

　
各
支
所
庁
舎
”

　
税
理
士
に
よ
る
所
得
税
の
税
務
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
相
談
を
希
望
す
る
人

は
、
関
係
書
類
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

■
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

①
給
与
や
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

②
事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
、
収
入
や

必
要
経
費
が
分
か
る
帳
簿
、
領
収
書

■
寄
附
金
控
除

■
市
・
県
民
税
の
申
告
書

布
し
ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
、
税
務

課
市
民
税
係
ま
た
は
各
支
所
市
民
課
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

な
ど

③
社
会
保
険
料
な
ど
の
支
払
額
が
分
か

る
書
類
。
た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険

料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
た
控
除
証
明
書
が
必
要

④
「
申
告
の
ご
案
内
」
通
知
が
届
い
た

人
は
、
そ
の
ハ
ガ
キ

⑤
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な
ど
の

控
除
証
明
書

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療

費
の
明
細
書
（
１
年
分
を
集
計
し
た

も
の
）
と
領
収
書

⑦
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
障
害

者
手
帳
な
ど
、
障
が
い
の
程
度
が
確

認
で
き
る
も
の

⑧
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人
は
、
寄
附

先
が
発
行
し
た
寄
附
金
の
領
収
書

⑨
筆
記
用
具
及
び
印
鑑

⑩
所
得
税
の
還
付
申
告
を
す
る
人
は
、

振
込
先
の
口
座
番
号
（
本
人
名
義
）

※
事
業
所
得
の
「
収
支
内
訳
書
」
や
、

医
療
費
控
除
の
「
医
療
費
明
細
書
」

は
、
事
前
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い

※
書
類
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
申
告
を
受
け
付
け
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、

公
的
年
金
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
に
つ

い
て
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
の
場
合
も
市
・

県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

　
長
野
県
北
部
地
震
及
び
平
成
23
年
７

月
新
潟
・
福
島
豪
雨
で
、
住
宅
や
家
財

な
ど
に
損
害
を
受
け
た
人
は
、
平
成
23

年
分
の
所
得
税
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

軽
減
す
る
こ
と
が
出
来
る
場
合
が
あ
り

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈭

市・県
民
税
、所
得
税
の
申
告
◎問合せ

◆税務課市民税係
　☎757-3716

◆川西支所市民課
　☎768-4956

◆中里支所市民課
　☎763-2513

◆松代支所市民課
　☎597-2221

◆松之山支所市民課
　☎596-3152

■
無
料
税
務
相
談
の
お
知
ら
せ

さ
い
。

▼
開
催
会
場
及
び
日
程

◎
川
西
庁
舎

：

３
月
１
日
㈭

◎
中
里
庁
舎

：

２
月
17
日
㈮

◎
松
代
庁
舎

：

３
月
２
日
㈮

《申告相談日程表》※受付時間は午前９時～正午、午後１時～４時です

　　地域
期日　　

十日町
地域

川西地域 中里地域 松代地域 松之山地域

２
月

16日㈭

十日町
地区

この期間中
は、支所で
の申告相談
は受け付け
ていません。
十日町保健
センターへ
おいでくだ
さい。

芋沢・田沢本村・桂
東田沢・如来寺・豊里

この期間中は、支所
での申告相談は受け
付けていません。十
日町保健センターへ
おいでください。

松之山

17日㈮ 上山・田中・小原
兎口・光間・新山

水梨・小谷・大荒戸

20日㈪ 干溝・荒屋・山崎 上川手・下川手・湯山

21日㈫

六箇地区
吉田地区

芋川新田・宮沢・鷹羽
桔梗原・高道山・朴木沢
通り山・市之越・白羽毛

湯本（上）・天水越

22日㈬
程島・東田尻・角間
葎沢・土倉・倉下

小出・西方・西田尻
湯本（下）・天水島

23日㈭

中条地区

貝野地区
藤倉・中尾・東川
上鰕池・下鰕池

24日㈮

倉俣・田代地区

五十子平・坪野・東山
松之山赤倉・藤原・曽根
新田・上之山・湯之島

27日㈪
中立山・田麦立・月池
坂中・豊田・北浦田

西之前・黒倉

28日㈫
下条地区

この期間中は、支所
での申告相談は受け
付けていません。十
日町保健センターへ
おいでください。

この期間中は、支所
での申告相談は受け
付けていません。十
日町保健センターへ
おいでください。

29日㈬

３
月

１日㈭

川治地区

川西地域
全地区

松代１班〜 20班

２日㈮ 松代21班〜 51班

５日㈪
小荒戸・太平

松代田沢・青葉・池尻

６日㈫

水沢地区

千年・菅刈・会沢
清水・桐山・蓬平
松代東山・海老

７日㈬
小屋丸・池之畑・孟地
松代下山・苧島・中子

片桐山・滝沢

８日㈭
犬伏・田野倉
仙納・莇平

９日㈮
上記の相
談日に来
場できな
かった人

寺田・名平・蒲生
儀明・竹所・木和田原

12日㈪
福島・奈良立
室野・星峠

13日㈫ この期間中は、支所での申告相談は受け付けていません。十日町保健センターへおいでください。
14日㈬

15日㈭ ◎例年、この時期は大変混み合いますので、待ち時間が長くなる場合があります

■
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談

　
少
額
な
申
告
相
談
及
び
申
告
書

の
作
成
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
必

ず
事
前
に
電
話
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
内
容
に
よ
っ
て

は
低
額
の
料
金
が
必
要
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

●
事
前
連
絡
の
受
付
時
間
＝
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
問
合
せ

：

関
東
信
越
税
理
士
会

十
日
町
支
部
（
☎
７
５
２
―
３

１
２
２
）

期　日 氏　名 所在地 電話番号

２月
８日㈬

水落信市 寿町２ 757-2548
桑原公夫 昭和町３ 752-3122
酒井栄一 西本町２ 757-8421

２月
９日㈭

水落雅史 寿町２ 757-2548
大口康幸 津南町 765-2542
田口　泉 千歳町３ 757-3151

２月
10日㈮

和久井工 本町６ 752-2073
高橋　敦 上野 768-4772
高橋昇男 美雪町３ 757-8750
杵渕昌平 本町西１ 757-2144

　
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人
は
、
通
常

の
申
告
書
類
の
ほ
か
に
「
寄
附
金
の
領

収
書
」
を
用
意
し
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所
得
税

が
課
税
さ
れ
な
い
人
で
も
、
市
・
県
民

税
で
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

ま
す
。
詳
し
く
は
十
日
町
税
務
署
（
☎

７
５
２

｜

３
１
８
１
）
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

各
会
場
と
も
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

◎
松
之
山
庁
舎

：

２
月
20
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

▼
対
象

・
小
規
模
事
業
者

・
給
与
や
年
金
な
ど
の
所
得
者

・
雑
損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
の
申
告
や

税
務
相
談
の
あ
る
人
”

　
市
・
県
民
税
申
告
書
は
、
事
前
に
配

10市報とおかまち　平成24年1月25日号市報とおかまち　平成24年1月25日号11



事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

　
市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度

に
か
け
て
、
市
内
の
全
世
帯
へ
Ｆ
Ｍ
告

知
受
信
機
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｍ

告
知
受
信
機
の
配
置
事
業
は
本
年
度

で
終
了
と
な
り
ま
す
。
受
信
機
が
配
置

さ
れ
て
い
な
い
世
帯
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
左
記
期
日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

■
期
　
日

：

２
月
15
日
㈬
ま
で

■
問
合
せ

：

防
災
安
全
課

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
１
９
７

その38

　代 表 者：代表取締役　馬場　三郎
　所 在 地：十日町市本町１
　連 絡 先：☎752-3184
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.geocities.jp/p_10taxi/
　従業員数：39人
　事業内容：タクシー運行、タクシー代行、
　　　　　　介護・福祉タクシー、観光タ
　　　　　　クシー、乗合タクシー
　採用計画：２人
　理念/方針：お客様に安心、安全な
　　　　　　サービスを提供する

　代 表 者：代表取締役　柳　靖治
　所 在 地：十日町市松之山湯本49-1
　連 絡 先：☎596-2525
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.chitose.tv/
　従業員数：35人
　事業内容：温泉旅館
　採用計画：３人
　理念/方針：安心・安全にくつろ

げる、田舎らしい宿
づくり

十日町タクシー　株式会社 有限会社　千歳館（ひなの宿　千歳）

十日町タクシー
株式会社

創業は昭和27年。当時は一般家庭に自家用車が普及してなく、冠婚葬祭

や医者の往診時などの利用が主で、タクシーメーターが無いため運賃は地区

ごとに決める時代でした。高度経済成長とともにタクシーも一般大衆化し、

昭和43年頃には保有台数が14台となりました。現在では田沢営業所、津南

出張所を合わせ22台保有していますが、自家用車の普及などにより、市内

圏域で年間のタクシー利用者数は、平成２年のピーク時（４社合計で年間約

90万人）の半分程度まで落ち込んでいます。現在は、６年前に全車両に搭

載したGPSを活用し効率的な配車管理を行っています。また利用者ニーズの

多様化に伴い、タクシー代行、介護・福祉タクシーの運行サービス提供のほか、

JR東日本と連携した観光タクシー「駅から観タクン」にも力を入れています。

運転手の接遇教育はもちろん、十日町観光ガイドの会に所属し、来訪者へのお

もてなしの充実に努めています。今後も公共交通の担い手として高齢者や通院

者などの利用者が安心、安全に利用できるよう地域に貢献していきます。

〜市内や津南町を中心にタクシー運行サービスを提供しています。タクシー代
行や介護・福祉タクシーなども運行しており、今後も安心・安全をモットーに、
地域の皆さんから親しまれ、喜んでもらえるサービスを提供していきます〜

有限会社 千歳館
（ひなの宿 千歳）

〜日本三大薬湯で知られる名湯 「松之山温泉」 で宿泊業を営んでいます。温
泉や豊かな自然、地元のおいしい食材でお客様をもてなしています。体験型、
周遊型プランも充実し雪国ならではの田舎らしい宿づくりを進めています〜

日本三大薬湯と呼ばれる松之山温泉に明治39年に開業しました。当時、

内湯のある宿は３軒程度しかなく、また冬期間は道路事情が悪かったため休

業する時代が続きました。近年になり道路改良が進み、冬でも大勢の旅行客

が訪れ、現在の年間利用者数は、日帰り客を含め約25,000人です。そのう

ち約65%が関東圏からで、この地でしか味わえない料理や美しい自然景観、

美人林などを絡めた体験ツアーは、都会には無い魅力となります。現在、松

之山温泉宿などが一体となって「食」に力を入れ、おいしい朝ごはんプロジ

ェクト「朝まんま」や「棚田鍋」など、地元で採れた米や野菜を使った手作り

料理でお客様をもてなしています。今年７月予定のリニューアルオープンでは、

和にこだわったデザインの中にもバリアフリーやユニバーサルデザインを施す

など、安全・安心な宿づくりを進めています。今後も雪国観光圏の取り組みや

合同会社まんまなどと連携を図りながら、恵まれた観光資源や笑顔と温もりの

おもてなしで松之山温泉の魅力を伝え、交流人口の拡大を目指していきます。

ＦＭ告知受信機は
配置されていますか

　
昨
夏
、
節
電
意
識
を
後
押
し
す
る
た

め
に
実
施
し
た
節
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
節
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業

：

７
〜
９

月
の
期
間
で
前
年
比
15
％
以
上
の
節

電
を
達
成
し
た
家
庭
に
節
電
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る
も
の

◇
申
請
件
数

：

９
８
３
世
帯
１
、
８
８

３
件

◇
平
均
削
減
率

：

28
・
９
％

◇
削
減
効
果

：

節
電
さ
れ
た
電
力
使
用

量
28
万
３
、
２
９
８
キ
ロ
ワ
ッ
ト

　（
標
準
家
庭
約
８
０
８
軒
分
の
電
力
）

冬
も
節
電
で
エ
コ
ラ
イ
フ 

〜
環
境
衛
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

冬
の
節
電
対
策
に
つ
い
て

夏
の
節
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業

の
結
果

　
国
の
見
通
し
で
は
、
東
北
電
力
管
内

の
今
冬
１
月
の
供
給
力
は
、
１
、
３
４

２
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
す
が
、需
要
量
は
、

１
、
３
９
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
需
要

に
対
し
３
・
４
％
の
供
給
力
不
足
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
電
力
会
社
間
で
の
融
通
が
活
用
さ
れ

る
た
め
、
電
力
供
給
は
心
配
あ
り
ま
せ

ん
が
、
万
一
の
発
電
所
の
故
障
な
ど
に

備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
健
康
や
安

全
、
事
業
活
動
に
影
響
を
与
え
な
い
範

囲
で
、
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
３

月
31
日
ま
で
。午
前
９
時
〜
午
後
９
時
。

節
電
率
の
目
安
３
・
４
％
）

※
冬
の
節
電
対
策
の
「
節
電
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
事
業
」
は
実
施
し
ま
せ
ん

機　器 取組み内容 削減率

エアコン 重ね着などで、室温は 20℃を目安にする ７％

照 明 不要な照明を消灯する ４％

テ レ ビ 画面の輝度を下げる。必要のないときは消す ２％

冷 蔵 庫
設定を「弱」にする。開閉時間をできるだけ
短縮する。食品を詰め込まない

１％

炊 飯 器
早朝に１日分をまとめて炊く。保温機能は使
用せず、冷却後冷蔵庫に保存する

１％

そ の 他
窓に厚手のカーテンをかける １％

機器の主電源を切る。使わない機器のプラグ
を抜く

１％

　
平
成
22
年
７
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
で
ポ
イ
ン
ト

の
貯
ま
っ
た
カ
ー
ド
の
交
換
場
所
は
次

の
と
お
り
で
す
。

交
換
商
品
／
必
要
枚
数
／
交
換
場
所

【
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
２
個
】（
１
枚
）

市
役
所
本
庁
売
店
、
ぽ
ぽ
ろ
広
場
、
ク

ロ
ス
10
、
ベ
ジ
ぱ
ー
く
、
千
年
の
市
じ

ろ
ば
た
、
中
里
商
工
会
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
常
春
、む
ら
や
ま
文
具
店
、

市
内
Ａ
コ
ー
プ
（
南
部
店
を
除
く
）

【
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ご
み

袋
サ
イ
ズ
中
８
枚
】（
３
枚
）
市
役
所

本
庁
売
店
・
市
民
生
活
課
、
各
支
所
市

民
課
、
中
央
・
下
条
・
中
条
・
川
治
・

水
沢
・
吉
田
公
民
館
、
エ
コ
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
、
ぽ
ぽ
ろ
広
場
、
ク
ロ
ス

10
、
ベ
ジ
ぱ
ー
く
、
千
年
の
市
じ
ろ
ば

た
、中
里
商
工
会
、市
内
Ａ
コ
ー
プ
（
南

部
店
、
中
里
・
松
之
山
地
域
を
除
く
）

【
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
10
㎏
１
袋
】（
４
枚
）

高
木
沢
企
業
㈱

【
温
泉
施
設
の
入
浴
券
】（
入
浴
料
金
に

よ
っ
て
１
～
７
枚
）
市
内
24
施
設

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
交
換

場
所

節電の取組み例

■
問
合
せ

：

環
境
衛
生
課
環
境
企
画
係
☎
７
５
２

｜

３
９
２
４

Ｆ
Ｍ
告
知
受
信
機
と
は

　
緊
急
地
震
速
報
・
震
度
速
報
・

国
民
保
護
情
報
（
弾
道
ミ
サ
イ
ル

情
報
、
大
規
模
テ
ロ
情
報
な
ど
）・

避
難
情
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
受

信
す
る
専
用
の
受
信
機
で
す
。
情

報
は
Ｆ
Ｍ
放
送
に
割
り
込
ん
で
放

送
さ
れ
ま
す
。ま
た
、電
源
が
入
っ

て
い
な
く
て
も
自
動
起
動
し
情
報

を
放
送
し
ま
す
。
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松之山温泉で越後の奇祭
「むこ投げ・すみ塗り」

　１月15日㈰、松之山温泉の小正月行事「む

こ投げ・すみ塗り」が温泉街奥の薬師堂とそ

の周辺で行われました。前年に結婚した婿さ

んを、薬師堂前の約５mの崖の上から雪の斜

面に投げるという伝統ある小正月行事。今年

の祭りの主役は、島田怜さん（松之山温泉凌

雲閣・31歳）と志乃さん（高知県出身・34歳）

夫妻、栗田茂人さん（埼玉県出身・39歳）と加奈さん（松之山温泉玉城屋旅館・24

歳）夫妻が地元から参加。一般公募からは、笹崎敏樹さん（静岡県出身で新潟市在住・

34歳）と優子さん（新潟県出身・28歳）夫妻の計３組が参加しました。午後２時過ぎ、

婿さんは若い衆に肩車され湯守処「地炉」を出発。

　大勢の観客らが見守る急な坂道を「ワッショイ！ワッショイ！」の威勢のいい掛け

声で薬師堂まで登り、いよいよ婿投げです。若い衆に担がれた婿さんは、「イチ、ニノ、

サンー！」で投げられ宙に舞うと、観客から大きな歓声が上がりました。新妻は崖の

下で心配そうに見守ります。そして、雪の上を転がり落ちてくる夫を優しく介抱。観

客からは夫婦に「おめでとう」の祝福の声が上がっていました。

　すみ塗りは、薬師堂から少し離れた小高い広場で午後３時過ぎに行われ、８mもあ

るさいの神に点火されてお祭りが始まりました。下火になったころを見計らって、灰

と雪で墨を作りだれかれなくお互いの顔に塗り合い、会場ではたちまち参加者らの顔

は真っ黒になりました。一年間の無病息災を祈るこの祭りは、会場に歓声や笑い声を

響かせていました。

　１月２日㈪に、松之山温泉スキー場レストハ

ウス雪椿前広場で、恒例の新春餅つき大会が開

催され、スキー客など約150人がつきたての餅

を味わいました。このイベントは、来場のお客

さんに少しでも正月気分を味わってもらおうと

スキー場開設以来行っているもので、中にはこ

の餅つきを楽しみに毎年来る人もいます。つき

たての餅は、きなこ餅・あんこ餅・おろし餅と

なり、地元農家のお母さんが用意した野沢菜漬

けや、たくあん漬けなどとともに、とてもおい

しいと好評でした。途中からお客さんも餅つき

に参加し、大人に

替わって子どもが

つき始めると、一

生懸命シャッター

を押す保護者の姿

が見られました。

松之山温泉スキー場で
新春餅つき大会開催

　
１
月
８
日
㈰
、「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ

ロ
の
森
で
若
木
迎
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

若
木
迎
え
は
、
小
正
月
に
山
に
入
り
旧
年

中
の
感
謝
と
新
年
恵
み
の
祈
願
を
山
の
神

様
に
さ
さ
げ
る
伝
統
行
事
で
、
こ
の
地
域

で
は
30
年
ほ
ど
前
に
一
度
途
切
れ
て
い
た

も
の
を
地
域
の
伝
統
文
化
を
残
そ
う
と

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
が
復
活
さ
せ
た

も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
地
元
集
落
住
民
の
案
内
で
観

光
客
ら
お
よ
そ
30
人
が
山
に
入
り
、
雪
で

作
っ
た
祭
壇
に
お
神
酒
な
ど
を
供
え
た

後
、
木
の
枝
を
切
り
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

持
ち
帰
っ
た
枝
は
「
さ
い
の
神
」
と
い
っ

し
ょ
に
燃
や
し
、
そ
の
火
や
煙
に
あ
た
っ

て
一
年
間
の
健
康
を
祈
り
ま
し
た
。

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
で

小
正
月
の
伝
統
行
事

『
若
木
迎
え
』
開
催

　
１
月
12
日
㈭
、
上
野
保
育
園
で
は
、

小
正
月
を
前
に
「
ほ
ん
や
ら
洞
」
が
完

成
し
ま
し
た
。
年
長
組
を
中
心
に
園
児

た
ち
が
協
力
し
、
３
日
か
け
て
作
っ
た

力
作
で
す
。

　
こ
の
「
ほ
ん
や
ら
洞
」
は
、
園
児
と

先
生
を
含
め
て
も
15
人
は
入
れ
る
大
き

な
も
の
で
、
周
り
は
雪
に
囲
ま
れ
て
い

て
も
中
は
暖
か
く
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
こ

た
つ
も
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
は
組
ご
と
に
交
代
で
「
ほ

ん
や
ら
洞
」
に
入
り
、
こ
た
つ
を
囲
ん

で
の
「
坊
主
め
く
り
」
や
「
釣
り
せ
ん

べ
い
」
な
ど
、
小
正
月
遊
び
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
12
月
20
日
㈫
、
新
潟
市
の
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
で
担
い
手
経
営
発
展
推
進
大
会

が
行
わ
れ
、
仙
田
地
区
開
発
振
興
協
議

会
（
会
長

：

金
子
澄
男
さ
ん
）
が
優
良

農
業
経
営
体
等
表
彰
「
む
ら
づ
く
り
の

部
」
で
、県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
昭
和
54
年
に
仙
田
地

区
の
開
発
振
興
を
目
的
に
、
集
落
区
長

や
各
種
団
体
の
代
表
な
ど
を
構
成
員
と

し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
以
来
、
農

業
者
、非
農
業
者
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、

話
し
合
い
を
重
ね
て
地
域
住
民
の
合
意

形
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
作
り
ま
し
た

上
野
保
育
園
の
「
ほ
ん
や
ら
洞
」

　
今
回
の
表
彰
で
は
、
体
験
交
流
館
や

直
売
所
な
ど
の
整
備
、
都
市
住
民
や
海

外
の
学
生
と
の
交
流
の
ほ
か
、
中
山
間

地
域
直
接
支
払
制
度
へ
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
集
落
を
越
え
た
協
力
体
制
を

整
え
、
地
域
全
体
で
活
性
化
に
向
け
て

活
動
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
へ
の
取

り
組
み
で
は
、
廃
村
集
落
を
含
め
た
仙

田
地
区
の
12
集
落
で
協
定
を
結
び
、
地

区
の
水
田
維
持
や
、
耕
作
放
棄
地
を
活

用
し
た
そ
ば
（
と
よ
む
す
め
）
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

22
年
に
は
、
地
区
の
農
業
を
担
う
㈱
あ

い
ポ
ー
ト
仙
田
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、

みんなに注目されながらの「釣りせんべい」。
うまく釣れたかな？

長年の活動により守られている
「大白倉の棚田」

賞状を掲げる会長の金子さん

仙
田
地
区
が
県
知
事
賞
を
受
賞

優
良
農
業
経
営
体
等
表
彰

今
後
も
地
区
の

活
性
化
に
向
け

た
活
動
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　冬の交通事故防止運動期間中の12月15日㈭、

川西地域内の交通安全関係者による飲食店巡回活

動が行われました。

　この取り組みは、忘新年会シーズンを前に市内

の各地域で実施されているもので、交通安全協会

の役員や警察官、市の職員などが地域内の飲食店

を訪問し、飲酒運転の根絶を目指す啓発活動です。

　巡回活動では、イラストやメッセージが書かれ

たトイレットペーパーとチラシを配りながら店舗

を回り、飲酒運転の防止を呼びかけました。

「しない！させない！」
飲酒運転根絶、飲食店巡回活動

飲酒運転の根絶には、お店の協力が欠かせません
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な
く
て
、
コ
モ
に
包
ん
で
赤
ん

坊
を
捨
て
た
り
殺
し
た
り
し
て

し
ま
う
家
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
る
で
畑
の
菜
を

ま
び
く
よ
う
に
捨
て
る
こ
と
か

ら
「
ま
び
き
」
と
呼
ば
れ
、「
塩

買
い
に
行
か
せ
る
」
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の

塩
買
い
は
、
た
い
て
い
コ
モ
に

包
ん
だ
も
の
だ
か
ら
で
す
。

「
に
か
っ
こ
」
は
赤
ん
坊
の

こ
と
で
、
捨
て
る
場
所
は
村
か

ら
外
れ
た
川
や
滝
、
山
の
中
が

多
く
、
に
か
っ
こ
沢
や
ガ
キ
山

と
い
う
地
名
は
そ
の
名
残
り

で
す
。

さ
て
、
わ
が
子
を
に
か
っ
こ

滝
に
投
げ
込
も
う
と
し
て
い
た

母
親
は
、
差
し
上
げ
ら
れ
て
に

こ
に
こ
笑
う
赤
ん
坊
の
顔
を
見

て
力
が
抜
け
、
そ
の
場
に
へ
な

へ
な
と
座
り
込
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
涙
に
く
れ
て
今
度
こ
そ

は
と
抱
き
上
げ
る
と
、
ま
た
に

っ
こ
り
笑
う
。
こ
ん
な
こ
と
を

三
度
も
繰
り
返
す
と
、
母
親
の

胸
に
抑
え
が
た
い
愛
情
が
泉
の

よ
う
に
あ
ふ
れ
出
て
き
ま
し
た
。

「
な
ん
で
こ
っ
け
の
め
ご
い

子
を
捨
て
ら
れ
よ
う
。
ど
っ
け

苦
し
く
て
も
育
て
て
い
こ
う
」

と
、
母
親
は
赤
ん
坊
を
し
っ
か

り
抱
き
し
め
ま
し
た
。
す
る
と

不
思
議
な
こ
と
に
、
何
日
も
出

な
か
っ
た
乳
が
再
び
出
始
め
た

の
で
す
。

赤
ん
坊
は
す
く
す
く
と
育

ち
、
た
く
ま
し
い
若
者
に
な
っ

て
親
を
助
け
ま
し
た
。
商
売
も

始
め
て
繁
盛
し
、
暮
ら
し
も
豊

か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も

長
生
き
し
て
、
ム
ラ
の
た
め
に

尽
く
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
は
、
に
か
っ
こ
滝

に
「
塩
買
い
に
行
か
せ
る
」
こ

と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

〈
七
十
九
〉

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ

と
。
あ
る
吹
雪
の
晩
、
ワ
ラ
ボ

シ
を
か
ぶ
り
赤
ん
坊
を
抱
い
た

母
親
が
、
貝
野
の
ム
ラ
を
人
目

を
気
に
し
な
が
ら
歩
い
て
い
き

ま
し
た
。
村
は
ず
れ
の
「
に
か

っ
こ
滝
」の
た
も
と
に
着
く
と
、

母
親
は
赤
ん
坊
を
ワ
ラ
ボ
シ
に

包
ん
で
静
か
に
雪
の
上
に
お
ろ

し
、
手
を
合
わ
せ
て
念
仏
を
唱

え
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
む
せ
び

泣
い
た
母
親
は
、
意
を
決
し
て

赤
ん
坊
を
抱
き
上
げ
、
滝
の
方

に
向
か
っ
て
頭
の
上
に
差
し
上

げ
ま
し
た
。

母
親
の
家
は
貧
し
く
、
凶
作

だ
っ
た
前
年
の
暮
れ
に
年
貢
を

払
う
と
食
べ
る
も
の
も
な
く
な

り
、
母
親
の
乳
も
出
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
こ
ろ
は
、
こ
う
し
た
境

遇
の
と
こ
ろ
は
多
く
、
大
勢
の

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

（
貝
野
）

  

の
巻

「
に
か
っ
こ
滝 

」

…プ…
ラ…ネ…タ…リ…ウ…ム…

㉒
★問合せ：中里公民館　☎763-2493

【２月の番組情報】☆２月の星空（定期番組）

☆ビッグバンから星の誕生まで（企画番組）

投影日：２月５日㈰・12日㈰・19日㈰・26日㈰

投影時間：午前11時～（約40分間）

　前回は５月21日の金環日食を紹介しましたが、

その２週間後の６月６日㈬、金星の日面通過という

珍しい現象が起こります。

  これは太陽・金星・地球がほぼ一直線に並ぶため

に起こる現象で、金星が太陽の前を通過して、太陽

の32分の１ほどの小さな黒い丸が太陽面を動いて

いく様子が見られます。朝７時過ぎから６時間以上

もかけてゆっくりと金星が横切っていきます。前回

起こったのは2004年でしたが、次回見られるのは

2117年ですから極めてまれな天文現象といえます。

金環日食と同様に太陽そのものを見ることになるの

で、目を傷めないよう十分気をつけてください。

  また、８月14日㈫の未明には金星が新月手前の細

い月に隠される金星食という現象が起こります。こ

ちらは金星・月・地球が一直線に並ぶときに起こる

もので、－４等星で輝く金星が午前２時45分頃か

ら３時30分まで月に隠されます。月も金星も明る

く見やすいので肉眼でもはっきりと見ることができ

ますが、双眼鏡や望遠鏡があれば月の縁に隠れ再び

反対側の縁から現れる金星の姿を詳しく見ることが

できます。早起きして観察に挑戦してみてください。

　またちょうどこの時期、三大流星群のひとつペル

セウス座流星群が出現のピークを迎えます。もしか

したら流れ星を見ながら金星食を楽しむことがで

き る か も し れ

ません。
7：09
7：28

10：29
13：30
13：48金星

太　陽

　全校生徒105人のうち、８人が所属するク

ロスカントリースキー部。先日行われた中越

地区大会ではみごと４人が入賞を果たしまし

た。４年前には全国中学校スキー大会で２人

が入賞するなど、下条中学校クロスカント

リースキー部のスポーツマン精神は、しっか

り後輩に受け継がれています。目指すは「全

員全国大会出場」。少人数でのまとまりの良

さを生かして、全員が目標に近づけるように

一生懸命練習に励んでいます。

近
藤
彩
香
部
長

─
─

み
ん
な
ク
ロ
カ
ン
が
大
好

き
で
毎
日
練
習
し
て
い
ま
す
。
部
員
は
８
人
と

人
数
が
少
な
い
の
で
み
ん
な
仲
が
よ
く
、
学
年

分
け
隔
て
な
し
に
接
し
て
い
ま
す
。
課
題
は
声

を
し
っ
か
り
出
す
こ
と
で
す
。
あ
い
さ
つ
や
か

け
声
な
ど
基
本
的
な
所
作
を
こ
な
し
、
自
分
か

ら
積
極
的
に
働
き
か
け
な
が
ら
チ
ー
ム
を
引
っ

張
っ
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

富
澤
一
栄
先
生

─
─

ま
じ
め
で
一
生
懸
命
、
素

直
な
子
ど
も
た
ち
で
す
ね
。
練
習
で
も
が
ん

ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

も
っ
と
元
気
良
く
、
積
極
性
を
出
せ
れ
ば
さ
ら

に
強
く
な
る
チ
ー
ム
で
す
。
部
活
動
は
競
技
だ

け
を
が
ん
ば
れ
ば
い
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
集
団
生
活
で

の
支
え
合
い
を
学
び
、
社
会
に
出
て
も
こ
の
経

験
を
生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

下条中学校「クロスカントリースキー部」

～山内写真館の世界～

第１回十日町雪まつり 水野町制作の雪像「恋のぬけ道」
　● 撮影時期：昭和25年２月４日ころ

　● 撮影場所：水野町

　狭い道路を挟んで隣家と接している水

野町は、屋根雪を下ろすと直ちに道路が

ふさがり、やがては「雪のトンネル」を

掘って行き来することで知られていまし

た。こうした状況を利用して、30数メー

トルものトンネルを掘り抜き、水野町な

らではの雪の芸術作品を完成させました。

●問合せ：情報館　☎750-5100

６月６日の金星日面通過イメージ

16市報とおかまち　平成24年1月25日号市報とおかまち　平成24年1月25日号17

34



キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

﹁
だ
い
じ
ん
が
�
﹂
み
�
け
！
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学
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教
育
課
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３
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◆作り方
①肉みそとごはんを合わせ、5ｇずつシューマイの皮

に包む（三角に折り、端を水でつける）

②きのこ、人参、長ねぎを適当な大きさに切る

③鍋にだし汁を入れ、①を加えて沸騰させる

④③に②を加え、味付けをする

⑤再び沸騰したら完成

※お好みで彩りにかい

　われ大根を散らして

　も良いです

　平成22年度に「にいがた十日町市食の協

議会」で地元食材にこだわって開発した、新

しい米料理のメニューを紹介します。レシピ

は市及び市観光協会のホームページにも掲載

しています。●問合せ：産業観光企画課　☎757-3691

新

●問合せ 産業観光企画課　☎757-3691

新新
を食べようを食べよう

米を使ったレシピ集⑩

妻有ポークワンタン入りきのこスープ

キョロロ「雪展－新発見・再発見・珍発見－」開催中

　「森の学校」キョロロでは、現在「雪」をテー

マに企画展を行っています。この企画展では、

十日町市になぜ雪が多いのかを分かりやすく解

説しているほか、ミノなどの民具を実際に身に

着けたり、ダイヤモンドダストを作ったり、館

内に登場した冬の森体験コーナーで生き物を探

したりできる展示が盛りだくさんです。さらに、

日曜日・祝日には地炉端に火が入り、郷土の料

理を楽しむこともできます。入館者には100円

でスノーシューの貸し出しを行っていますの

で、実際に雪の森を歩くこともできます。夏と

は一味も二味も違う魅力満載の冬のキョロロに

ぜひ遊びに来てください。

■会期：４月８日㈰まで

　※地炉端体験は３月25日㈰まで

■入館料

　大人500円、小・中・高生300円、小学生

未満無料（十日町市内小・中学生は無料）

■開館時間：午前９時～午後５時

　※入館は午後４時30分まで

■休館日：火曜日

　※火曜日が祝日の場合は翌日休館

■問合せ

　「森の学校」

キョロロ

　☎595-8311

◆材　料（１人分）

・肉みそ…９ｇ

・ごはん（魚沼産コシヒカリ）…６ｇ

・シューマイの皮…３枚

・えのき…10ｇ

・なめこ…10ｇ

・エリンギ…10ｇ

・人参…10ｇ

・長ねぎ…３ｇ

・しょうゆ…小さじ１/ ２

・酒…少々　・塩…少々

・だし汁…180cc

■
問
合
せ

：

学
校
教
育
課
　
☎
７
５
７
―
３
３
３
６

体
育
成
Ｐ
は
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
心
身

を
鍛
え
、
継
続
し
て
運
動
す
る
子
を

育
て
て
い
ま
す
。

○
乗
り
入
れ
授
業

　
小
学
校
３
校
の
５
・
６
年
生
が
中

学
校
に
集
ま
り
、
小
学
校
の
教
師
が

外
国
語
活
動
を
行
い
、
中
学
校
の
教

師
が
算
数
、
体
育
、
音
楽
な
ど
の
授

業
を
し
て
い
ま
す
。

○
交
流
活
動

　
乗
り
入
れ
授
業
後
の
放
課
後
に
小

学
生
が
中
学
校
の
部
活
動
を
体
験
し

た
り
、
小
学
校
の
運
動
会
に
中
学
生

が
、
中
学
校
の
体
育
祭
に
小
学
生
が

参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
同
士
で
は
、
水
泳
大
会
、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ス
キ
ー
大
会
を
合

同
で
開
催
し
た
り
、
５
年
生
が
松
代

地
域
と
交
流
の
あ
る
早
稲
田
大
学
の

見
学
を
主
と
し
た
東
京
へ
の
旅
行

を
、
６
年
生
が
修
学
旅
行
を
合
同
で

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

○
小
・
中
学
校
の
立
地
状
況

　
中
学
校
区
内
に
あ
る
小
学
校
３
校

が
中
学
校
と
離
れ
て
い
る
、
小
中
一

貫
教
育
の
連
携
型
の
モ
デ
ル
で
す
。

○
育
て
た
い
子
ど
も
の
姿

　
生
ま
れ
育
っ
た
松
代
を
誇
り
、
健

や
か
に
、
豊
か
に
、
し
な
や
か
に
生

き
る
子
ど
も
（
し
な
や
か
⋮
優
し
さ

と
思
い
や
り
を
持
ち
な
が
ら
も
、
我

慢
強
く
、
多
少
の
困
難
に
も
耐
え
、

壁
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
心
）

○
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
育
て
た
い
子
ど
も
の
姿
を
実
現
す

る
た
め
、
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
以
下
「
Ｐ
」）
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
教
育
活
動
Ｐ
は
、
乗
り
入
れ
授

業
の
日
程
な
ど
の
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。
学
力
向
上
Ｐ
は
、自
ら
考
え
、

互
い
に
学
び
合
う
子
を
育
て
て
い
ま

す
。
豊
か
な
心
育
成
Ｐ
は
、
自
ら
考

え
、
自
ら
決
定
し
、
自
ら
行
動
で
き

る
子
を
育
て
て
い
ま
す
。
健
や
か
な

下
条
・
川
西
・
中
里
・
松
代
の
モ
デ
ル
中
学
校
区
の
試
行
状
況
を

４
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
第
４
回

：

松
代
中
学
校
区

カ
ワ
ア
イ
サ

　
秋
に
な
る
と
大
陸
か
ら
冬
鳥
と
し
て

日
本
列
島
に
渡
っ
て
く
る
カ
モ
の
仲
間

に
カ
ワ
ア
イ
サ
と
い
う
水
鳥
が
い
ま

す
。
十
日
町
市
内
を
流
れ
る
信
濃
川
と

そ
の
支
流
に
も
飛
来
し
、
主
に
魚
を
餌

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
鳥
は
、
と
て
も

潜
水
が
得
意
で
、
頻
繁
に
潜
っ
た
り
、

水
中
に
首
を
突
っ
込
ん
だ
り
し
て
餌
を

捕
り
ま
す
。
水
中
の
魚
を
捕
ま
え
や
す

い
よ
う
に
く
ち
ば
し
の
先
端
が
細
く
か

ぎ
の
よ
う
に
曲
が
っ
て
い
て
、さ
ら
に
、

歯
の
よ
う
な
ギ
ザ
ギ
ザ
の
突
起
が
付
い

て
い
ま
す
。
一
度
捕
ま
え
た
魚
が
簡
単

に
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
な
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
オ
ス
の
体
は
、
白
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
と
て
も
美
し
く
、
メ
ス
は
茶
色

の
地
味
な
羽
の
色
を
し
て
い
ま
す
。
松

之
山
で
は
、
越
道
川
や
渋
海
川
で
そ
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
羽
か

ら
数
羽
の
群
れ
を
作
り
、
川
面
で
餌
を

捕
り
ま
す
。
雪
が
多
い
松
之
山
で
は
、

わ
ず
か
に
水
面
が
出
て
い
る
川
面
で
餌

を
捕
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
だ

け
雪
の
多
い
地
域
で
、
餌
と
な
る
魚
を

捕
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
餌
を
捕
る
と
こ
ろ
は
、
今
ま
で
ま

だ
一
度
も
観
察
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

と
て
も
警
戒
心
の
強
い
鳥
で
、
人
の
気

配
に
気
づ
く
と
す
ぐ
に
飛
び
立
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
大
き
さ
は
、
カ
ル
ガ
モ
よ
り
も
一
回

り
大
き
く
感
じ
、
飛
ん
で
い
る
姿
は
、

首
か
ら
お
腹
に
か
け
て
白
い
と
こ
ろ
が

目
立
ち
ま
す
。
北
海
道
の
一
部
で
繁
殖

を
し
て
い
て
、
オ
シ
ド
リ
と
同
じ
よ
う

に
樹
洞
で
繁
殖
す
る
変
わ
っ
た
生
態
の

水
鳥
で
す
。

■
問
合
せ
　
キ
ョ
ロ
ロ
　

　
　
　
　
　
☎
５
９
５

｜

８
３
１
１
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１
月
１
日
（
元
日
）、
ク
ロ
ス
10
が
特
産
ホ
ー
ル

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
、
場
内

は
、
赤
倉
神
楽
の
披
露
や
も
ち
つ
き
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
雰
囲
気
が
一
新
し
た
店
内
に
来
店
者
か

ら
は
、「
明
る
く
な
っ
た
」「
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が

楽
し
み
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
担
当
し
た
物
産
普
及
課
長
の
関
口
さ

ん
は
、「
お
客
様
か
ら
気
軽
に
入
店
し
て
も
ら
え
る

雰
囲
気
作
り
を
心
が
け
ま
し
た
。
地
元
の
商
品
を
分

か
り
や
す
く
、
手
に
取
っ
て
も
ら
い
や
す
い
よ
う

に
、
説
明
文
の
看
板
も
社
員
手
づ
く
り
で
工
夫
し
ま

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
ク
ロ
ス
10
は
今
後
さ
ら
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
、
４
月
７
日
㈯
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　新春恒例の十日町市消防出初式が、１月８日㈰午前
11時からクロス10で開催されました。この日は関口
市長や来賓をはじめ、部長以上の消防団員など243人
が参集し、ラッパ隊の奏でる演奏の中、盛大に挙行さ
れました。式典では、中里方面隊第４分団吉楽一馬さ
ん（33歳）が消防団員を代表して意見発表を行いま
した。吉楽さんは、昨年８月に開催された第62回新
潟県消防大会ポンプ操法競技会小型ポンプの部で優勝
したチームの指揮者で、優勝をつかみ取るまでの訓練
の様子や優勝の喜びを熱く語りました。また、市長か
らは地震や豪雨災害での消防団員の献身的な活動を称
える訓示があり、団員は決意を新たにしました。

ク
ロ
ス
10
特
産
ホ
ー
ル
プ
レ
オ
ー
プ
ン

　川西親子遊びの会「ほっぺ」（代表：春日克美さん）の
子どもたち40人のもとに、雪だるまのキーホルダーやリ
ース、フェルトのおもちゃなど、手作りのすてきなクリス
マスプレゼントが届きました。会場には歓声と笑顔が広が
り、中にはおもちゃを握って離さない子も。作ったのは、
松代の松寿大学の樋口八重美さん（79歳）と有志の皆さ
ん。普段から樹脂粘土細工や手芸作品を作っている人たち
が、知恵と腕を奮い、２週間ほどかけて準備しました。「仕
事を任されて誰かの役に立てるのがうれしい」「新しいこ
とも覚えられた」と、楽しんで作ったプレゼントだからこ
そ、あったかな気持ちと笑顔が子どもたちにも伝わったの
でしょう。今回の企画は、市民活動ネットワーク「ひとサ
ポ」での「ほっぺ」との出会いがきっかけで実現しました。市内には、さまざまなワザや知恵を持った人・市民
グループがたくさんあります。ほかの誰かと手を取り合い、活動の輪を広げることで、「こんなことができたら」
という発想が実現できるかもしれません。これからも、ひらめきとトキめきが広がっていくといいですね。（市
民リポーター：兼松芽永さん）

あったかなプレゼント届きました

　姉妹都市のイタリア・コモ市では、コモ市の交
流団体ファミリア・コマスカ協会と日伊文化協会
「道しるべ」が中心となって、昨年３月の震災以降
募金活動をしてきました。11月には15,000ユーロ
（1,586,370円）が義援金として十日町市に送られ
ています。12月22日㈭から交換留学生としてコモ
市に派遣され、１月５日㈭に帰国した富井千晶さん
は、道しるべ会長の伊澤明子さんから寄せ書きや募
金活動を記録した手づくりの冊子を預かってきまし
た。冊子は約50ページあり、募金に協力してくれ
たコモ市民の寄せ書きを始め、募金活動の様子を記
録した写真、コモ市の小学生たちが日本に宛てた友
好の絵の写真などが貼付されていました。伊澤さん
は、「この募金活動のためにいろいろな人たちが協
力してくれました。みな遠い国、日本のことをとて
も心配しています。日本に対する支援の輪が友情の
輪に広がって、つらいときも楽しいときもお互いの
ことを思い合える輪に成長していきますように」と
のメッセージを添えています。

コモ市からのやさしく温かい気持ち

　12月23日（天皇誕生日）から１月15日㈰まで、博物館２階特
別展示室で、「子ども縄文研究展」が開かれました。これは火焔
街道博学連携プロジェクトの巡回展で、津南町のなじょもんから
スタートし、長岡市の県立歴史博物館、そして最後に十日町市博
物館へと移動したものです。本年度は、下条小学校と中条小学校、
長岡市関原小学校が参加。それぞれに工夫を凝らし、発掘体験や
土器作り、弓作り、アンギン編み体験などが発表され、力作ぞろ
いの作品が展示されていました。縄文時代をキーワードに、子ど
もたちのいろいろな取り組みが見られて、とてもおもしろかった
です。残念だったのは、雪のせいか、入場者が少なかったこと。
博物館では、信濃川や清津川に沿った、十日町市内９遺跡の発
掘調査速報展も展示されています。速報展は入場料300円で３月
25日㈰まで開催されています。（市民リポーター：門脇洋子さん）

縄文時代とつながるね！

決意新たに消防出初式

　石彫作品と並び「市街地を歩きながら美術鑑賞ができるストリ
ート作り」の一つとして、10月から本町分庁舎にウィンドウギ
ャラリーが開設されています。ギャラリーでは県内外で活躍する
作家の作品を展示していて、歩道の隣に展開する創造の空間で安
らぎの時を過ごすことができます。第２回目となる企画は、行動
美術協会会員の猪爪彦一さんの作品「方舟」「夜空」「繭のある風景」
「風景」の魅力あふれる作品が並べられています。12月27日㈫に
は、芸術協会会員など約30人を前に、猪爪さんが絵へのチャレ
ンジ、独学の情熱、作風などについて話しました。猪爪さんは、「私

は畳屋の長男で高校を卒業してすぐに家業を継ぎました。文学全集を読むうちに絵を描きたくなり、独学で始め
ました。独学は人に何を言われようが挫折しても立ち上がらなければなりません。これからも自分の作風で描き
続けたいです」と話していました。作品は３月３日㈯まで展示されています。（市民リポーター：風間栄光さん）

第２回ウィンドウギャラリー展開催中
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沖之原住宅団地決算期特別割引を行います
　小泉地内沖之原住宅団地を３月31日㈯までに申し込みの人に限り、６区画限定で３割引きとす

る特別割引セールを実施します。

　先着順で受け付けしますので、この機会にぜひお買い求めください。

　なお、契約保証金40万円（契約後１週間以内に指定口座に振り込み）を除く、購入金額の全額

の支払いを９月30日まで猶予します。

区画
番号

所在地番 地積（㎡）
土地価格
（円）

下水道受益
者分担金
（円）

合計価格
（円）

各区画３割
引き後の販
売価格（円）

割引額（円）

Ｄ１
十日町市小泉

1834番17
395.82 8,020,000 300,000 8,320,000 5,824,000 2,496,000

Ｄ２
十日町市小泉

1834番18
395.46 7,420,000 300,000 7,720,000 5,404,000 2,316,000

Ｄ３
十日町市小泉

1834番19
393.02 7,370,000 300,000 7,670,000 5,369,000 2,301,000

Ｄ４
十日町市小泉

1834番20
392.02 7,000,000 300,000 7,300,000 5,110,000 2,190,000

Ｄ５
十日町市小泉

1834番21
417.41 7,830,000 300,000 8,130,000 5,691,000 2,439,000

Ｄ６
十日町市小泉

1834番22
407.90 7,650,000 300,000 7,950,000 5,565,000 2,385,000

※住宅建築（新築）における各種補助制度もありますので、問い合わせてください

済済済済

済

済

Ａ４Ｂ４Ｃ３Ｄ６
Ｄ５

Ｄ４Ｄ３

Ｄ２ Ｄ１

Ｂ３Ｃ２

Ｂ２Ｃ１

Ｂ１緑  地
Ａ２

幹
線
道
路

市道小泉石橋線
至千手トンネル

電柱
支線

【分譲区画図】 【団地から信濃川・市街地を望む】

■申込み・問合せ：十日町市土地開発公社（財政課管財係内　☎757-9914）

ま
ち
な
か
絵
画
展

十
日
町
総
合
高
校
美
術
部
８
人
展

　
健
や
か
な
赤
ち
�
ん
を
産
み
、

育
て
て
い
く
た
め
の
教
室
で
す
。

●
日
時
＝
２
月
21
日
㈫
・
３
月
６

日
㈫
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

●
会
場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
隣
）
●
対
象
＝
４
〜
７

月
出
産
予
定
の
妊
婦
と
そ
の
家
族

（
初
日
は
パ
パ
も
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
）
●
参
加
費
＝
無
料
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
15
日
㈬

ま
で
に
健
康
支
援
課
母
子
保
健
係

（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

【
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
（
未
就
園
児

サ
ー
ク
ル
）「
英
語
で
あ
そ
ぼ
＆

親
子
で
リ
ズ
ム
」】
●
日
時
＝
２

月
２
日
㈭
・
16
日
㈭
午
前
10
時
45

分
〜
11
時
45
分
●
会
場
＝
中
央
公

　
美
術
部
の
３
年
生
に
よ
る
校
外

作
品
展
で
す
。
●
期
日
＝
２
月
２

日
㈭
〜
５
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
●
会
場
＝
情
報
館
●
問
合
せ

＝
十
日
町
総
合
高
校
・
本
間
（
☎

７
５
２
―
３
１
８
６
）

　
公
民
館
成
人
講
座
絵
画
コ
ー
ス

受
講
生
の
作
品
展
。
●
日
時
＝
２

月
９
日
㈭
ま
で
午
前
９
時
〜
午
後

９
時
●
会
場
＝
ぽ
ぽ
ろ
広
場
（
本

町
分
庁
舎
内
）
●
問
合
せ
＝
中
央

公
民
館（
☎
７
５
７
―
５
０
１
１
）

ハ
ロ
ー
パ
パ
マ
マ
学
級

縄
文
楽
検
定

　「
縄
文
」「
火
焔
型
土
器
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
第
４
回
縄
文
楽
検
定

（
初
級
・
中
級
）
を
実
施
し
ま
す
。

検
定
内
容
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
３

月
３
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

30
分
（
初
級
）・
午
後
２
時
50
分

〜
４
時
（
中
級
）
●
受
験
料
＝
無

料
●
定
員
＝
各
50
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
●
持
ち
物
＝
受

験
票
、
筆
記
用
具
●
申
込
み
＝
２

月
24
日
㈮
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

の
往
信
欄
に
希
望
す
る
検
定
級
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
返

信
欄
に
は
送
付
先
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
て
〒
９
４

８
―
０
０
７
２
十
日
町
市
西
本
町

1
博
物
館
●
会
場
・
問
合
せ
＝
博

物
館
（
☎
７
５
７
―
５
５
３
１
）

十
日
町
お
や
こ
劇
場

　
４
月
採
用
予
定
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
長
（
嘱
託
職
員
）
を
公

募
し
ま
す
。
●
募
集
人
数
＝
１
人

●
採
用
条
件
＝
昭
和
22
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
業
務

の
流
れ
を
熟
知
し
、
交
渉
・
調
整

能
力
、
事
務
能
力
な
ど
を
有
す
る

人
●
勤
務
場
所
＝
市
内
の
学
校
給

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
募
集

食
セ
ン
タ
ー
●
職
務
内
容
＝
給
食

セ
ン
タ
ー
全
体
の
運
営
調
整
、
庶

務
・
会
計
、
調
理
・
配
送
委
託
業

務
の
管
理
、
施
設
・
機
器
管
理
な

ど
●
雇
用
期
間
＝
１
年
（
雇
用
延

長
あ
り
）
●
勤
務
時
間
＝
週
５
日
、

１
日
６
時
間
●
報
酬
＝
月
額
１
６

８
、
３
０
０
円
●
選
考
日
時
・
会

場
＝
２
月
20
日
㈪
午
後
１
時
30
分

〜

・

川
西
庁
舎
●
選
考
方
法
＝
面

接
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
15

日
㈬
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）
ま

で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

履
歴
書
を
学
校
教
育
課
（
☎
７
５

７
―
９
９
５
７
）

 「森の学校」キョロロ
２月の里山体験プログラム

●入館料：大人500円、小・中・高生
　300円（市内小・中学生は無料）
●参加費：大人500円、小・中・高生
　300円
●集合・問合せ：キョロロ ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ

５日㈰　午後１時〜２時30分
里山の生き物探検

12日㈰　午前10時〜正午
十二講（入館料のみ）

18日㈯　午前10時〜午後３時
ケツぞりコース開放（無料）

25日㈯　午前８時30分〜 11時30分
探鳥会（無料）

26日㈰　午前11時〜午後２時
里山の食文化体験

（けんちん汁・入館料のみ）

民
館
●
持
ち
物
＝
着
替
え
、
飲
み

物
●
参
加
費
＝
１
、
２
回
目
は
無

料
、
3
回
目
か
ら
３
０
０
円
（
一

般
の
人
の
み
）

【
お
や
こ
d
e
 
c
a
f
e
】
気
軽

に
お
し
�
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。
●

日
時
＝
2
月
4
日
㈯
午
前
10
時
〜

11
時
45
分
●
会
場
＝
中
央
公
民
館

●
問
合
せ
＝
十
日
町
お
や
こ
劇

場
・
丸
山
（
☎
０
９
０
―
２
５
４

８
―
０
５
０
７
）

㈳
妻
有
福
祉
会
施
設
長
募
集

　
４
月
１
日
採
用
の
施
設
長
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

　
ゆ
う
き
農
業
今
ま
で
の
10
年
、

こ
れ
か
ら
の
10
年
が
テ
ー
マ
で

す
。
●
期
日
＝
２
月
４
日
㈯
午
後

１
時
〜
３
時
●
会
場
＝
情
報
館
●

内
容
＝
講
演
「
有
事
に
備
え
た
首

都
圏
と
の
交
流
の
あ
り
方
」
伊
藤

史
子
さ
ん
（
首
都
大
学
東
京
都
市

シ
ス
テ
ム
科
学
域
准
教
授
）、
講

演
「
こ
れ
か
ら
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

N
P
O
法
人
魚
沼
ゆ
う
き

設
立
10
周
年
記
念
集
会

ス
」
鳥
巣
研
二
さ
ん
（
㈱
キ
ー
ス

タ
ッ
フ
代
表
取
締
役
）、
有
機
農

業
実
践
発
表
●
問
合
せ
＝
N
P
O

法
人
魚
沼
ゆ
う
き
（
☎
７
６
８
―

４
０
４
８
）

ゆったり
　　敷地で

雪処理も
　　らくらく

家庭菜園も
　　できます

■
割
引
対
象
区
画
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１
月
の
納
税
・
納
付

２
月
の
休
館
日

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日
・

11
日
㈷

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
火
曜
日
・
11
日
㈷

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
市
総
合
体
育
館
＝
21
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
毎
週
水
曜
日

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

むし歯のないよい歯の子
12月の３歳児健診を受けた子37人

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

酒 井 新
あら

太
た

（本町６- ２） 直亮

藤 田 　 丞
たすく

（高田町２） 成

栢 森 悠
ゆう

真
ま

（昭和町１） 茂樹

矢 作 陽
ひ

奈
な

（稲荷町４） 直己

矢 作 　 萌
もえ

（稲荷町４） 直己

齊 木 夏
な

大
お

（稲荷町４） 俊郎

徳 永 聖
せい

晴
は

（西本町２） 康彦

宮 川 　 蓮
れん

（西本町３） 正佳

庭 野 航
こう

大
だい

（島） 雄也

小 宮 山 唯
い

夏
な

（四日町新田３） 美穂

波 形 拓
たく

磨
ま

（四日町中原） 正人

庭 野 　 陽
ひなた

（焼野） 亘

波 形 泰
たい

良
ら

（魚之田川） 秀彦

石 川 幹
かん

太
た

（妻有町東１） 惠三

宮 澤 陽
ひ

和
より

（北新田２） 敏之

丸 山 　 健
たける

（城之古１） 浩紀

金 木 皓
こう

生
せい

（城之古東町） 栄治

村 山 紗
さ

和
わ

（下条本町） 寛和

星 野 柚
ゆず

希
き

（大黒沢東） 由美子

萱 森 空
あ

咲
さ

陽
ひ

（伊友） 広喜

小 林 美
み

波
なみ

（高原田） 一夫

南 雲 　 豪
ごう

（堀之内） 芳久

植 木 汰
た

加
か

斗
と

（松代） たかし

内 山 心
ここ

音
ね

（松代） 潤

柳 　 杏
あん

珠
じゅ

（犬伏） 健太

坂 口 煌
こう

真
ま

（松之山） 鉄也

村 山 颯
そう

真
ま

（松之山） 真男

樋 口 幹
みき

都
と

（兎口） 政憲

髙 澤 桃
もも

子
こ

（北浦田） 郁男

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科

３
月
入
校
生
募
集
し
ま
す

●
講
座
日
時
＝
３
月
８
日
㈭
〜
６

月
７
日
㈭
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
●
会
場
＝
十
日
町
パ
ソ
コ
ン

カ
レ
ッ
ジ
●
受
講
料
＝
無
料
※
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
自
己
負
担
あ
り
●

申
込
み
＝
２
月
３
日
㈮
ま
で
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
●
問
合
せ
＝

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
☎

０
２
５
―
７
９
４
―
２
４
１
０
）  

十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校

24
年
度
生
徒
募
集

●
科
目
＝
①
建
築
製
図
科
（
２
級

建
築
士
養
成
）
②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

科
③
ワ
ー
プ
ロ
科（
ワ
ー
ド
入
門
・

応
用
）
④
表
計
算
科
（
エ
ク
セ
ル

入
門
・
応
用
）
⑤
経
理
事
務
科
⑥

測
量
科
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３

月
15
日
㈭
ま
で
に
入
校
申
込
書
と

証
明
写
真（
建
築
製
図
の
み
１
枚
）

せ
て
く
だ
さ
い
。
●
募
集
職
種
・

人
数
＝
施
設
長
・
２
人
●
応
募
資

格
＝
３
月
31
日
現
在
満
60
歳
以
上

で
、
福
祉
関
連
業
務
に
従
事
し
た

こ
と
が
あ
る
、
ま
た
は
同
等
以
上

の
能
力
を
有
す
る
人
で
、
施
設
を

適
切
に
管
理
運
営
す
る
能
力
が
あ

る
人
●
採
用
条
件
＝
普
通
自
動
車

免
許
、
及
び
大
型
ま
た
は
中
型
免

許
、
危
険
物
取
り
扱
い
者
資
格
を

有
す
る
市
内
在
住
の
人
●
勤
務
場

所
＝
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
（
塚
原
町
）、

平
成
園
（
馬
場
）
●
雇
用
期
間
＝

満
65
歳
の
年
度
末
ま
で
●
選
考

日
・
方
法
＝
２
月
26
日
㈰
・
面
接

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
17
日

㈮
（
郵
送
の
場
合
は
12
日
㈰
消
印

有
効
）
ま
で
に
申
込
書
を
〒
９
４

９
―
８
５
２
５
十
日
町
市
幸
町 

妻
有
荘（
☎
７
５
８
―
２
０
５
０
）

十
日
町
駅
地
下
道
に

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す

　昨年８月から11月にかけて市民参加で発掘した笹山遺跡出土品

の整理作業をします。遺跡や遺物についてのミニ講義を受けてから、

遺物に直接番号を書き、土器の模様を見て分類しながら、元の形に

組み合わせていく作業に参加できます。

■日　時：２月11日㈷、２月25日㈯、３月10日㈯、３月24日㈯

　　　　　いずれも午前10時～午後３時

■会　場：笹山じょうもん館（旧・市民スポーツハウス）

■参加費：無料

■定　員：先着各10人

■持ち物：筆記用具、昼食（甘酒のサービスがあります）

■申込み：２月８日㈬までに電話、FAX、電子メール のいずれかで、

氏名、郵便番号、住所、電話番号、人数、参加希望日を博物館に

お知らせください。詳しくはホームページをご覧ください。

■問合せ：十日町市博物館　☎757-5531　FAX757-6998

　　　　　電子メールmuseum.10@city.tokamachi.lg.jp

「ささやまラボ」参加者募集

期
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

第
10
期
、
介
護
保
険
料
第
10
期
の

納
付
月
で
す
。
期
限（
１
月
31
日
）

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ

＝
税
務
課
・
市
民
生
活
課
・
福
祉

課

を
十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校

（
☎
７
５
２
―
３
８
０
３
）

　
２
月
は
相
続
登
記
無
料
相
談
を

県
内
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。
近
く

の
司
法
書
士
事
務
所
に
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年
間

を
通
じ
た
無
料
相
談
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
◎
司
法
書
士
無
料
相

談
：

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
、
☎
０
２
５
―
２
２
８
―

１
５
８
９
（
要
予
約
）
◎
司
法
書

士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

：

平
日
午

前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
、
☎
０
２
５
―
２
２
８
―
１
６

０
０
（
電
話
相
談
）
◎
多
重
債
務

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

：

平
日
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
、
☎

０
２
５
―
２
２
５
―
９
３
３
３

（
電
話
相
談
）
●
問
合
せ
＝
新
潟

県
司
法
書
士
会
（
☎
０
２
５
―
２

２
８
―
１
５
８
９
）

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登
記
の

無
料
相
談
月
間
の
お
知
ら
せ

情報館 ２月のテーマ図書

※テーマは一部変更したり追加したりする
場合があります

■問合せ：情報館　☎750-5100

「伝統」（『図説みちのくの古布の世界』『中

国56民族手帖』など日本や世界の伝統

文化を紹介する本を集めます）

「大人も楽しめる子どもの本」（『さよな

らをいえるまで』など、大人におすす

めの絵本や児童書を紹介します）

「異文化を知ろう」（『ふたり★おなじ星

のうえで』『おとうとは青がすき』など

海外の文化を紹介する本を集めます）

「たかどのほうこを読む」（『つんつくせ

んせいシリーズ』などで知られるたか

どのほうこの作品を紹介します。※１

月20日㈮から展示しています）

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
の

許
可
申
請
書
の
提
出
締
め
切
り
日

を
４
月
か
ら
毎
月
10
日
に
変
更
し

ま
す
。農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
、

農
地
の
転
用
を
考
え
て
い
る
人

は
、
余
裕
を
も
っ
て
農
業
委
員
会

事
務
局
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
月
の
開
催
予
定
で
す
。
○
は

保
護
者
の
み
の
参
加
で
す
が
、
◎

は
学
区
内
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
●
日
時
・
会
場

＝
○
22
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
十

日
町
小
学
校
（
新
１
年
生
１
日
入

小
中
一
貫
教
育
説
明
会

学
懇
談
会
）
○
27
日
㈪
午
後
２
時

45
分
〜
松
之
山
中
学
校
（
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
）
◎
29
日
㈬
午
後
４
時
〜
十

日
町
中
学
校
（
新
入
生
入
学
説
明

会
）●
問
合
せ
＝
学
校
教
育
課（
☎

７
５
７
―
３
３
３
６
）

４
月
か
ら
農
地
法
許
可
申
請

書
の
提
出
締
め
切
り
日
が

毎
月
10
日
に
変
わ
り
ま
す

　
道
路
へ
の
雪
出
し
と
車
の
水
は

ね
走
行
に
対
す
る
苦
情
や
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
路

へ
の
雪
出
し
は
交
通
事
故
の
原
因

に
も
な
る
た
め
、
法
律
で
禁
止
さ

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

れ
て
い
る
行
為
で
す
。
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
状
の
道
路
な
ど
を
走
行
す

る
際
に
は
速
度
を
落
と
し
、
歩
行

　
２
月
は
、十
日
町
駅
地
下
道「
市

民
の
い
こ
い
の
広
場
」
に
十
日
町

中
学
校
区
の
児
童
・
生
徒
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
●
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館

（
☎
７
５
７
―
５
０
１
１
）

　
１
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
10

全国での事例です。他にもさまざまな事例があります。

【事例１】３日前に半年間20回コース30万円の痩身エステを契約した。しかし、自分

には高額だと思い解約したいと店に申し出たら、解約料は５万円かかると言われた。

１回しか施術を受けていないのに、解約料が高額過ぎる。

【事例２】10日前に英会話教室の契約をした。１年間50回コース45万円だった。急

な転勤で通えなくなったので解約したいと申し出たら、クーリング・オフ期間を過ぎ

ているので、解約料は10万円かかると言われた。まだ一度も受講していないのに納

得できない。

【事例３】３か月前に結婚相手紹介サービスを契約した。契約期間は１年間で、契約

金額25万円はクレジットを組み12回払いにした。ところが、事業者が倒産してしまっ

た。

《アドバイス》 事例１は「クーリング・オフ」が可能なケースです。事例２は法律で「精

算ルール」が決められています。この場合の解約料は15,000円です。事例３はクレジッ

ト会社に「支払停止の申し出」ができます。

●相談時間：平日　午前９時～午後４時

●問合せ：市消費生活相談窓口（産業振興課内☎757-3740）

諦めていませんか？相談してください！！

●
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会
（
☎
７

６
３
―
２
５
１
５
）

者
な
ど
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合

せ
＝
十
日
町
警
察
署
交
通
課
（
☎

７
５
２
―
０
１
１
０
）
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



十日町本庁（代表）
☎757-3111

川西支所（市民課直通）
☎768-4956

中里支所（市民課直通）
☎763-3121

松代支所（市民課直通）
☎597-2221

松之山支所（市民課直通）
☎596-2169

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の相談の問合せ

▼
先
日
、上
野
保
育
園
の
〝
ほ
ん
や
ら
洞
〟

に
お
邪
魔
し
た
と
き
の
こ
と
、
雪
が
降
る

な
か
、
寒
さ
も
気
に
せ
ず
元
気
に
外
で
遊

び
回
る
園
児
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
ま
さ

に
「
子
ど
も
は
風
の
子
」
と
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
が
子
ど
も
の

と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

▼
今
で
こ
そ
冬
に
な
る
と
〝
こ
た
つ
〟
で

冬
眠
状
態
の
私
で
す
が
、
子
ど
も
の
頃
は

雪
遊
び
が
た
ま
ら
な
く
大
好
き
で
し
た
。

ソ
リ
や
ス
キ
ー
を
滑
っ
た
り
、
秘
密
基
地

を
作
っ
た
り
と
、
び
し
ょ
濡
れ
に
な
る
の

も
お
構
い
な
し
に
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
全

力
で
遊
ん
だ
も
の
で
す
。
あ
の
頃
の
有
り

余
る
パ
ワ
ー
が
う
ら
や
ま
し
い
。
園
児
が

分
け
て
く
れ
た
〝
釣

り
せ
ん
べ
い
〟
を
食

べ
な
が
ら
懐
か
し

く
思
う
の
で
し
た
。

▼
十
日
町
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

冬
の
間
、
市
役
所
及
び
各
支
所
か
ら
見
え

る
雪
景
色
を
平
日
の
み
毎
日
更
新
し
て

い
ま
す
。
出
勤
し
て
ま
ず
始
め
に
カ
メ
ラ

を
持
っ
て
同
じ
場
所
で
同
じ
風
景
を
「
雪

増
え
た
な
」
と
か
「
あ
そ
こ
雪
下
ろ
し
し

た
な
」
と
か
思
い
な
が
ら
毎
日
撮
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
写
真
を
撮
り
始
め
て
実
感

し
た
の
が
、
十
日
町
の
冬
は
晴
れ
の
日
が

少
な
い
こ
と
で
す
。
午
後
か
ら
晴
れ
て
く

る
と
い
う
天
気
は
た
ま
に
あ
る
の
で
す

が
、
朝
か
ら
青
空
と
い
う
写
真
が
極
端
に

少
な
い
の
が
残
念
で
す
。
増
え
る
一
方
の

雪
で
す
が
、早
く
「
雪
減
っ
て
き
た
な
ぁ
」

と
思
え
る
晴
天
の

写
真
が
撮
り
た
い

で
す
。

(佐) (池)

●臨床心理士こころの相談会
人間関係や家庭問題などで悩んでいませんか。
無料で相談できます。※要予約
●日　時　29日㈬　午後１時～３時　
●会　場　十日町保健センター（市役所隣）
●申込み・問合せ　健康支援課成人保健係 ☎757-9764

●ちびっこひろば

 おはなしたまてばこ
●日　時　９日㈭　午前10時～ 11時
●対　象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 読み聞かせの会「どんぐり」
●日　時　25日㈯　午後２時～３時
●対　象　幼児～小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしの会「ふきのとう」
●日　時　18日㈯　午前10時～ 11時
●会　場　千手中央コミュニティセンター
●対　象　乳幼児～小学３年生
●問合せ　保坂　☎090-7814-9462

 おはなしぴよぴよ
●日　時　４日㈯・11日㈷・18日㈯　
　　　　　午前10時30分～ 11時
●対　象　乳幼児　
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしひろば
※２月はお休みです

●問合せ　中里公民館　☎763-2493

 いっしょにあそぼ
●日　時　２日㈭・９日㈭・16日㈭・23日㈭  
　　　　　午前10時～ 11時 
●対　象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館　☎758-3101

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　
　ジョブカフェながおか（☎0258-38-6181）へ要予約
　３日㈮　午前10時〜午後３時 （本町分庁舎）

●法律相談
　市民生活課市民年金係（☎757-3116）へ要予約
　毎週木曜日
　午後１時30分〜４時（本庁相談室）

●行政相談
10日㈮　午前10時〜正午（本庁相談室）

　15日㈬　午後１時30分〜３時（はあとふる川西）
18日㈯　午後１時30分〜３時30分（中里庁舎）

●定例年金相談
　９日㈭・23日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　（クロス10）

●多重債務相談（借金トラブル）
　解決策はあるはずです。まずは相談してみませんか。
　市消費生活相談窓口（☎757-3740）へ要予約
　８日㈬　午後１時30分〜４時30分（本庁相談室）

●消費生活相談電話（買い物や契約で困っている人）
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後４時　☎757-3740

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日は要予約・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時（教育センター・川西庁舎内）
　※電話相談（☎756-5010）や訪問も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

●手話奉仕員窓口配置
　日時：13日㈪　午前11時〜午後３時
　配置場所・問合せ：福祉課　☎757-3782

●日　時　７日㈫・14日㈫・21日㈫・28日㈫
　　　　　午前10時～ 11時
●会　場　サンクロス十日町
●対　象　１歳～就園前のお子さんとその保護者
●問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●日　時　４日㈯　午前10時～ 11時
●会　場　下条公民館
●対　象　乳幼児～小学生
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

●こころの健康相談
不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。
本人でも家族でも無料で相談できます。※要予約
●日　時　14日㈫　午後２時～４時　
●会　場　十日町保健センター（市役所隣）
●医　師　渡辺医師（中条第二病院）
●申込み・問合せ　健康支援課成人保健係 ☎757-9764

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜
●日　時　４日㈯　午前10時30分～ 11時30分
●会　場　中央公民館
●問合せ　加賀書院　☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

心配ごと相談 ●問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
▽十日町本所　毎週木曜日
▽中里支所　　17日㈮　 
※川西、松代、松之山は随時受け付けています

　２月は献血バスが来ませんので、献血ルームでの
献血（特に400㎖）にご協力をお願いします。
　なお、３月からは献血バスが来ます。
●問合せ　健康支援課母子保健係　☎757-9759

●全血献血

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

津南病院 津南町 765-3161

中条病院 北原 757-3018

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

上村病院 田中（中里） 763-2111

庭野医院 寿町４ 752-2711

小林内科医院 中町 752-7155

●診療時間：午前８時30分～午後５時

※昼休み時間が医療機関により異なりますので、午

　後の診療開始時間は問い合わせてください

●休日救急医

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

22日㈬
午後１時
　～１時30分

23年10月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

23日㈭
午前９時
　～９時30分

23年４月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

15日㈬
午後１時
　～１時30分

22年８月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

22日㈬
午前９時
　～９時30分

21年８月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

16日㈭
午後１時
　～１時30分

20年８月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯
　面塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）、視聴
　覚アンケート（３歳６か月児のみ）、着替えや
　おむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠
　席や体調が心配な場合は、本庁または各支所へ
　連絡してください
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
　す。届かない人は本庁へ連絡してください
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆと
　りをもって来てください

●乳幼児健診

５日㈰

11日㈷

12日㈰

19日㈰

26日㈰

●離乳食教室
事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月～４か月児 ３日㈮

ステップアップ
コース

６か月～９か月児 17日㈮

会　　場　十日町保健センター（市役所隣）
受付時間　午前９時45分～ 10時
　　　　　直接会場へおいでください
持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

期　日 会　　場 受付時間

６日㈪・20日㈪ 十日町保健センター（市役所隣） 午前9時30分～ 11時30分

７日㈫ 川西庁舎 午前9時～ 11時

９日㈭ 吉田公民館 午前9時30分～ 11時30分

17日㈮ 水沢公民館 午前9時30分～ 11時30分

20日㈪ 松代庁舎 午前9時～ 11時

24日㈮
中条公民館 午前9時30分～ 11時30分

下条公民館 午前9時30分～ 11時30分

27日㈪
中里庁舎 午前9時～ 11時30分

松之山庁舎 午前9時～ 11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●健康相談 保健師による相談

期　日 会　　場 受付時間

７日㈫ 中里 子育て支援センター「きらりん」 午前10時～ 11時

８日㈬ 千手中央コミュニティセンター 午前９時30分～正午

９日㈭
十日町 子育て支援センター「くるる」 午前10時～ 11時30分

松之山 子育て支援センター「にこにこ」午前９時～ 11時

28日㈫ 松代 子育て支援センター「すくすく」 午前９時～ 11時30分

28日㈫ 十日町 子育て支援センター「くるる」
午前10時～正午
午後１時30分～３時

●乳幼児の相談 対象は乳幼児とその保護者です

〔健康相談〕

〔育児相談〕

※家庭相談員による相談のための身体計測は行いません
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　「
ニ
ュ
ー
ス
で
盛
ん
に
報
道
さ
れ
て
い

た
い
じ
め
や
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
な
ど

の
悲
し
い
報
道
を
聞
い
て
、
な
ん
と
か
命

の
尊
さ
の
よ
う
な
も
の
を
伝
え
ら
れ
た
ら

と
思
い
千
体
地
蔵
の
制
作
を
始
め
ま
し

た
」
と
話
す
の
は
、
２
年
と
９
か
月
の
歳

月
を
か
け
て
千
体
地
蔵
を
完
成
さ
せ
た
福

崎
礼
子
さ
ん
（
上
原
・
54
歳
）。
制
作
に

当
た
り
福
崎
さ
ん
は
、「
何
度
か
く
じ
け

そ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
、「
昨
年

３
月
の
震
災
や
夏
の
水
害
な
ど
で
、
な
ん

と
し
て
も
完
成
さ
せ
た
い
と
意
欲
を
強
め

ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
福
崎
さ
ん
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描

く
の
が
好
き
で
、
高
校
時
代
は
漫
画
同
好

会
に
所
属
。
漫
画
「
バ
リ
バ
リ
伝
説
」
や

「
頭イ

ニ

シ

ャ

ル

文
字
Ｄ
」
で
有
名
な
、
松
之
山
出
身

の
し
げ
の
秀
一
さ
ん
と
同
級
生
で
、
机
を

並
べ
て
漫
画
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

　
結
婚
前
は
陶
芸
も
し
て
い
た
福
崎
さ

ん
。
手
軽
に
で
き
る
紙
粘
土
細
工
を
雑
誌

で
知
り
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
に
の
め
り
込

ん
で
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。
作
品
の
展
示

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
吉
澤
織
物
に
勤

め
て
い
る
旦
那
さ
ん
か
ら
〝
会
社
の
ウ
イ

ン
ド
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
飾
っ
て
み
な
い

か
〟
と
誘
わ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
福
崎
さ

ん
は
、「
次
々
と
構
想
が
湧
い
て
き
ま
す
。

体
が
も
つ
限
り
続
け
て
い
き
た
い
」
と
意

欲
た
っ
ぷ
り
に
話
し
ま
し
た
。

₄₆

紙
粘
土
細
工
を
続
け
て
27
年

●
問
合
せ
　
福
崎
礼
子
さ
ん

　
☎
７
５
７

｜
０
８
１
３

福
崎
礼
子
さ
ん
︵
お
と
ぎ
工
房
︶

　
昭
和
60
年
ご
ろ
か
ら
、
紙
粘
土
細
工
を
作
り
続
け
て
い
る
福
崎
礼
子
さ
ん
。
平
成
21
年

１
月
か
ら
は
毎
日
１
体
の
お
地
蔵
さ
ん
を
作
り
始
め
、
昨
年
９
月
に
は
つ
い
に
お
地
蔵
さ

ん
１
、
０
０
０
体
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
紙
粘
土
と
は
思
え
な
い
そ
の
緻
密
な
細
工
。
市

報
１
月
10
日
号
表
紙
の
「
龍
」
も
、
福
崎
さ
ん
の
作
品
で
す
。

　１日１体を目標に制作した千体地蔵。お地蔵さんは、「WBC優勝」「東日
本大震災」などその日の出来ごとに合わせて表情やしぐさなどを変えてい
ます。

　自宅兼作業場の「おとぎ工房」で制
作する福崎さん。毎週水曜日の午後と
夜には紙粘土細工教室を開催していま
す。コーヒーを飲みながら好きなもの
を気軽に作成できます。

　童謡や小倉百人一首、源氏物
語や干支など、「おとぎの国美
術館」（寿町４）には、福崎さ
んの作品が数千点展示してあり
ます。
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